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「現状認識」と令和７年度当初予算の「編成ポイント」 -3-

掲載事業数 計 新規：55、拡充：42、臨時：7
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戦略５ 新規：7、拡充1、臨時：2

人 口 戦 略 を 支 え る 都 市 環 境 の 整 備

戦略４ 新規：7、拡充8、臨時：4

定住人口
戦略

新規：27
拡充：23

戦略１

活動人口
戦略

新規：8
拡充：8

戦略２

交流・
応援(燕)
人口戦略

新規：6
拡充：2
臨時：1

戦略３

『子育てするなら燕市で』と評価される施策

安全・安心や活気をもたらす施設整備

深化！進化！真価！



66 5,963 1 6,190 2.4%

12 2,827 4,437 3.7%

86 9,389 1 1,645 1.4%

7,027 5 0.1%

166 5,206 103 0.1%

令和７年度当初予算の「規模」

◆一般会計当初予算額 492億6,300万円（前年度比12億3,800 万円（2.6％）の増）

令和７年度一般会計当初予算額は、長引く物価高や人件費上昇の影響のほか、分水公民館改修やB&G海洋セン
ターの移転改築などの建設事業を含め、引き続き「定住人口戦略」、「活動人口戦略」、「交流・応援(燕)人口戦
略」の３つの人口戦略を柱に「日本一輝いているまち燕市」の実現を目指し積極的に取り組むこととしたため、
前年度比12億3,800 万円（2.6％）増の総額492億6,300 万円となりました。

なお、市債の借換分を除いた「実質的な予算規模」は453億8,845 万円、令和６年度の国補正予算を活用して前倒しで補
正計上している繰越事業を合わせた「執行ベースの予算規模」は、前年度比53億487万円（12.3 ％）増の485億1,590 万円
となっています。
また、特別会計の総額は、166億5,206 万円となりました。

492 6,300 12 3,800 2.6%

38 7,455 19 2,250 33.2%

- 453 8,845 31 6,050 7.5%

31 2,745 21 4,438 218.1%

- + 485 1,590 53 487 12.3%

432.1

485.2

395.5
393.5

364.7

※ 端数調整のため合計額と一致しない場合があります（次ページ以降において同じ）
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重点事業 “ シンカ ” のポイント 「子育てするなら燕市で｣と評価される施策【その１】 -5-

ハレラテつばめのオープン
【予算額】6,558万円 (P.41)

本市の新たなシンボルとなる屋内こども遊戯施設（建設総事業費

：約24億円）を令和7年8月頃に開設します。

◆利用対象者：小学生以下のこどもとその保護者 など

◆休館日（予定）：土日、祝日を除く毎月5日、10日、15日、

20日、25日、30日／年末年始

◆利用時間：入替制、7・8月は時間延長あり

平日 9: 00~ 12 : 30／13 : 30 ~ 17 : 00

土日、祝日 9: 00~ 10 : 30／11 : 00~ 12 : 30

13 : 30~ 15 : 00／15 : 30~ 17 : 00

◆利用定員：220人程度（こどもと大人の合計）

◆利用料金：市民は無料(市外は こども400円､大人など300円)

◆特徴：インクルーシブ（包括的）な遊び場、こどもの成長に合

わせたエリア分け、あそびを先導するプレイリーダーの配置

【担当課】こども未来課

赤ちゃん紙おむつ購入費助成事業
【予算額】966万円 (P.43)

紙おむつの購入費の助成対象をこれまでの0歳児

から1歳児まで引き上げます。

◆0歳児10,000円/年→0歳児10,000円/年

及び1歳児10,000円/年

【担当課】子育て応援課

5歳児健康診査 （母子健康診査事業）

【予算額】444万円 (P.42)

こどもの個々の発達の特性を早期に把握し、必要

な支援につなげることで幼児の健康の保持増進を

図りながら就学へとつなげていくため、医療機関

と連携した専門のチームが全ての園へ訪問して行

う「園巡回方式」で、5歳児の健康診査を実施し

ます。【担当課】子育て応援課

私立保育園・こども園魅力向上事業
（私立保育園等支援事業）

【予算額】106万円 (P. 43)

保育環境の充実を図るため、公立保育園や子育

て支援センター等で導入を進めている知育玩具

や絵本について、私立保育園等による導入にお

いても購入費を補助します。

◆対象：市内私立保育園･こども園 12園

◆補助額：1園につき上限8万円

【担当課】こども未来課



校内教育支援センター
小学校11校程度

全中学校

校外教育支援センター

エンゼルルーム（中央公民館内）

山吹の部屋（吉田武道館内）

たんぽぽの部屋（分水福祉会館内）
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★模擬試験受験料補助金

支援が必要なこどもが高校受験に向けた模擬試験を受験する際の

費用を補助します。

◆対 象：児童扶養手当受給世帯等の中学3年生

◆補助額：上限6,000円/回（年2回まで）

★特別支援教育環境整備事業（発達障がい通級指導教室）
3校から7校に増設
小学校：小中川、燕西、吉田南、吉田、分水
中学校：燕、吉田

★学びをサポートする職員の増員
児童生徒の学校生活全般を支援する学校介助員を
78人から85人に増員

こどもに寄り添う教育体制の強化・充実
（校内教育支援センター事業、校外教育支援センター事業、言語・発達障がい通級指導教室運営費、学校教育管理費、学校管理費）

【予算額】2億7,491万円 (P.39、40) 【担当課】学校教育課

これまで本市は「読解力」育成やSTEAM教育、長善プロジェクトなど特色ある教育の推進とともに、学校生活等に困難を抱える

児童生徒に対し、教育支援センター（中学校内や校外）や発達・言語障がい通級指導教室を設置するなど支援を実施してきました。

令和7年度は寄り添う体制の強化・充実のため、新たに小学校内に校内教育支援センターを設置するとともに、ニーズが高まって

いる発達障がい通級指導教室を増設するほか、児童生徒をサポートする介助員を増員します。

★校内・校外教育支援センター

中学校に加え、小学校に校内教育支援センターを設置

こどもの生活・学習支援事業
【予算額】642万円 (P.51) 【担当課】子育て応援課

これまでは、ひとり親家庭や貧困家庭等のこどもが抱える課題に対応するため、関係機関との

包括的な相談支援体制の整備やこども食堂の運営支援等に取り組んできました。令和7年度は

国の制度を活用し、支援が必要なこどもの生活や学習環境の整備に新たに取り組みます。

★学習支援業務委託事業

こども食堂等において学習支援を実施する際に必要な

スタッフの報酬や運営に係る費用等を支援します。

◆委託費：3地区（燕、吉田、分水）×200万円
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統合浄水場の本格稼働
【令和7年度運営委託費】5億249万円（P.61）

【委託期間】令和7~26年度

道の駅「国上」 駐車場整備事業
【R6繰越予算額】5億7,867万円
【事業期間】令和6～7年度

国上山の麓にあり、自然観光の拠点施設である道の

駅「国上」は、年間約60万人以上が訪れます。繁忙

期における駐車場混雑解消のため、令和7年秋頃を

目途に約300台分の駐車スペースを拡張し、利便性

向上を図ります。

◆造成工事 ◆調整池設置工事

◆道路拡幅工事

【担当課】観光振興課
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◆浄水施設の主な設備

①取水塔：信濃川から
原水をくみ上げる

②前処理施設：原水の
砂などを沈降除去する

③除マンガン施設：
膜ろ過で除去できない
マンガンの除去を行う

④膜ろ過・管理棟：
浄水を行う主要設備、
運転管理操作を行う

⑤配水池（1号池･２号
池）：浄水を貯留する

平成31年度に着工し、6年の歳月と約235億円の整備費を投入し

た浄水場が完成し、4月から本格稼働します。県内最大規模のセ

ラミック膜ろ過システムを採用し、安全・安心な水道水を本市と

弥彦村へ届けます。

◆令和７年3月23日に竣工式を予定

【担当部局】燕・弥彦総合事務組合 水道局

※詳細は「燕・弥彦総合事務組合 水道事業会計予算概要」を参照



人工芝
※令和8年度

（人工芝）
※利用状況や
財源確保を
踏まえて
増設検討

既存
多目的広場

-8-重点事業 “ シンカ ” のポイント 安全・安心や活気をもたらす施設整備【その2】 -8-

B&G海洋センター移転改築事業
【予算額】10億5,461万円（P.49）

【事業期間】令和5～8年度

老朽化の解消や夏季の高温・冬季の低温対策による利用環境改善のほ
か、燕地区小学校のプール授業の受け皿として活用するため、B&G財
団の助成金を活用し、令和８年４月頃の供用開始を目指して、隣接地
に移転・改築します。

◆新施設の場所：燕市B&G海洋センター
（燕市白山町3丁目24番52号）の現行プールの隣

◆プールの機能：25ｍ×6コース、幼児用プール
◆施設の改善点：遮熱・断熱性能の向上、トイレの洋式化、ロッカー

ルームの拡充や多目的ルームの新設
【担当課】社会教育課

サッカー場整備事業
【予算額】1,840万円（P.49）

【事業期間】令和6～8年度

燕市議会からの答申を受け、こどもたちが
昼夜を問わず雨天でも練習できる環境整備を
目指し、令和8年度に人工芝サッカーコート
１面を整備するため、設計業務を行います。

◆施設の場所：燕市吉田ふれあい広場
（燕市大保466番地）内

◆施設の機能：人工芝サッカーコート1面
ナイター照明４基
屋外トイレ(または管理棟改修)
駐車場拡張など

◆スケジュール：R7 設計
R8 整備工事

【担当課】社会教育課

令和8年度以降実施予定
現行プール解体/駐車場整備

現行プール新プール

令和7年度実施予定
新プール建設予定地



【担当課】土木課

-9-主要事業 “ シンカ “ のポイント 【戦略1】定住人口戦略① -9-

多様な人材の確保と
活躍促進

事業名 予算額 掲載 担当課

医師養成修学資金貸付制度負担金 510万円 P.44 健康づくり課

看護職員修学資金貸付事業 1,788 万円 P.44 健康づくり課

介護人材奨学金返還補助金 144万円 P.45 長寿福祉課

障がい福祉人材奨学金返還補助金 72万円 P.46 社会福祉課

348万円 こども未来課

保育補助者雇用確保補助事業 2,197 万円 P.43 こども未来課

除雪オペレーター資格取得支援事業 164万円 土木課

これまで本市は、医療・介護・保育分野の人材確保を目的とした修学資金貸付等の支
援に取り組んできました。令和７年度は、新たに障がい福祉や建設の分野で活躍する
人材の確保策を講じ、より多様な人材が適材適所で活躍できるよう支援します。

概 要
令和７年4月から市内障がい福祉サービス事業所
等で新たに働く人を対象に、当該事業所に勤務し
ている間、奨学金の返還相当額を補助

補助率 10/10

上限額 月額2万円（年間24万円）

補助期間 最大10年間

概 要
国の制度を活用しながら、私立保育園が保育補助
者を雇用した場合に要する経費を補助

補助率 10/10

上限額 1園当たり244万円

概 要
除雪オペレーターの担い手確保につなげるため、
事業者に対し除雪業務で必要な資格取得費用を
補助

補助率 1/2

上限額 10万円

対象資格
大型特殊免許、車両系建設機械運転技能講習、
除雪機械安全施工技能講習

★主な人材確保策

障がい福祉人材奨学金返還補助金
（障がい福祉人材確保事業）

【予算額】72万円 (P.46)

保育補助者雇用確保補助事業
（私立保育園等支援事業）

【予算額】2,197万円 (P.43)

(予算書)

(予算書)

【担当課】社会福祉課

除雪オペレーター資格取得支援事業
（除排雪対策事業）

【予算額】164万円 (予算書P.167)

【担当課】こども未来課

P.105私立保育士等奨学金返還補助金・
修学資金貸付金

P.167



地域脱炭素移行・再エネ推進事業
【予算額】7,639万円 (P.57)

国の地域脱炭素移行・再エネ交付金を活用し、企業の脱炭

素経営に向けた設備投資を支援します。

★ISO9001等認証取得支援補助金

対 象 経 費
認証取得に係るコンサルティング費用、

認証審査機関に支払う審査費用等

補 助 率 1/2

上 限 額 30万円

【担当課】生活環境課
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産 業

SBT認証取得等促進事業
（SDGs経営促進事業）

【予算額】200万円 (P.36)

企業のSBT認証取得等、SDGs（脱炭素）に係る各種

計画策定等の費用を補助することで、脱炭素経営を

促進します。

★SDGs経営促進事業補助金

対 象 経 費
認定支援機関、コンサルタントに支払った

計画策定費、研修費、各種診断費 等

補 助 率 1/2

上 限 額
30万円（通常枠）

45万円（SBT認証枠）

※SBT認証とは
パリ協定に準じた5〜15年先の温室効果ガスの削減目標を
企業が設定していることを示す国際認証です。

【担当課】商工振興課

ISO9001等認証取得支援事業
【予算額】240万円 (P.36)

燕市ものづくり品質管理制度（TSO）に加え、さらなる品質向上を

促すため、国際規格であるISO等の取得に係る費用を補助します。

これまで本市は、ブランド力の向上や販路拡大、経営基盤の強化など多くの取組を行い地域産業の活性化を図って

きました。一方、近年は世界的な脱炭素社会への対応として、サプライチェーンの中で脱炭素経営の必要性が高ま

っています。また、ISO等国際的な品質認証を求められるケースも増え、これらは企業間取引に影響を及ぼし始め

ています。そのため、新たに企業の脱炭素経営と品質保証の取組を支援し、地域産業のさらなる活性化を図ります。

【担当課】商工振興課

★再エネ導入促進補助金

対 象 経 費
・太陽光パネル

・蓄電池（性能に応じて価格要件あり）

補 助 額
・太陽光パネル 5万円/kw

・蓄電池 対象経費の1/3 の額

主要事業 “ シンカ “ のポイント 【戦略1】定住人口戦略② -10-

★省エネ設備導入促進補助金

対 象 経 費
高効率空調機器、

高効率照明機器の整備費 等

補 助 率 1/2

上 限 額 100万円
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医療 福祉
これまで本市は、予防接種費助成や多様ながん検診の実施等により、重症化予防や経済的負担の軽減に取

り組んできました。令和７年度は、国による予防接種の制度改正に適切に対応するとともに、新たな検診

ニーズに対応するなど、引き続き、本市独自の助成や検診を拡充・継続して実施します。また、コロナ禍

以降、見直しを検討してきた敬老事業について、人生の節目をお祝いする新たな形で実施します。

胃がん検診における内視鏡検査導入事業
（健(検)診事業）【予算額】1,050万円 (P.48)

がんの早期発見・早期治療に向けて、

がん検診の対象に、胃がん内視鏡検査を加えます。

帯状疱疹予防接種費助成事業（感染症予防事業）

【予算額】2,034万円 (P.44)

国による定期接種化に対応するとともに、任意接種の市独自助成

を拡充・継続し、経済的負担の軽減と接種率向上を図ります。

新たな敬老事業
【予算額】892万円 (P.45)

対象年齢や贈呈品等を見直した新たな敬老事業を実施します。

【担当課】健康づくり課

★敬老会の開催

◆対象：75歳以上→88歳

(米寿をお祝いする会として開催)

◆開催：まちづくり協議会単位

→市直営により３地区で開催

★祝い品の贈呈

◆対象：88歳・100歳

◆祝い品：市指定の記念品

→地場産品等から選べる

カタログギフト

種 類 バリウム検診 内視鏡検診

対 象 40歳以上の方
50歳から68歳の偶数年齢
（R7年度末時点）の方

自 己
負 担 額

500円 1,000円

実施方式 市の指定会場等で検診 県立吉田病院で検診

種 類 定期接種 任意接種

対 象

①年度末年齢65歳、70歳、
75歳、80歳、85歳、90歳、
95歳、100歳以上の方等
②接種日時点の年齢が60〜64
歳で、ヒト免疫不全ウイルス
により免疫機能に障がいを有
する方

①接種日時点の年齢が50歳以
上で、定期接種に該当しない
方
②接種日時点の年齢が18〜49
歳で、帯状疱疹に罹患するリ
スクが高く、医師が接種を必
要と認める方

自 己
負 担 額

生ワクチン3,000円
不活化ワクチン8,000円
（※）県医師会が示す金額を

参考に最終決定

接種費の1/2
例：生ワクチン4,000 円
不活化ワクチン11,000 円

実施機関 市内外の協力医療機関

そ の 他
ワクチンの種類により、接種回数が異なります。
（生ワクチン：１回 不活化ワクチン：２回）

【担当課】健康づくり課

【担当課】長寿福祉課
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誰もが活躍しやすい環境づくり

つばめ子育て応援企業サポート事業
【予算額】919万円 (P.53)

つば×とも モデル エピソードアワード
（女性が輝くつばめプロジェクト推進事業）

【予算額】29万円 (P.42)

従来の「つばめ輝く女性表彰」に「共育て」の要素を加えた

新たな表彰を実施します。

◆募集内容：市内で家族や職場、地域等と協力(つば×とも)

しながら取り組む活動や子育ての工夫等

◆募集形式：エピソード形式（自薦・他薦問わず）

◆表 彰：市民投票を経ながら、優良モデル事例を選定

（ヒトからコト（取組・アイデア）の表彰へ）

【担当課】地域振興課仕事と子育ての両立や、働きやすい職場環境の整備を、

認定制度や各種補助事業等により支援します。

★つばめ子育て応援企業“プラス”

くるみん、えるぼし、ユースエールのいずれかを取得した企業

を、新たに「つばめ子育て応援企業“プラス”」として認定し、

特設サイトでのPRや、各種補助事業の上乗せ等を実施します。

”プラス“認定により上限額が２割UPする事業

働きやすい職場環境
整備支援補助金
（商工振興課）

◆対象経費：男女別トイレ、更衣室の整備等
◆補助率：1/2 ◆上限額：50→60万円

工場等遮熱断熱促進補助金
（商工振興課）

◆対象経費：工場等への遮熱、断熱工事費等
◆補助率：1/3
◆上限額：施工面積に応じ次の 3 区分
①500㎡：上限100→120万円
②501㎡〜900㎡：上限150→180万円
③901㎡〜：上限200→240万円

★育児短時間勤務給付金

国の育児時短就業給付金の対象外となる２歳以上３歳未満の子を

養育するための時短勤務について、市独自の給付を行います。

◆対 象：２歳〜３歳未満の子を養育するために時短勤務を

行うつばめ子育て応援企業に勤務する従業員

◆給 付 額：１万円×育児短時間勤務した月数

つば×とも モデル エピソードアワード
【シンカ①】ヒトからコトの表彰へ
【シンカ②】新たに市民投票を行い、事例を横展開
【シンカ③】女性はもちろん、すべての人たちの活躍を対象に

融合・発展

本市の高い女性の就業率を踏まえ、仕事と子育ての両立や、働き

やすい職場環境の整備を一層推進するとともに、新たに、家族や

職場・地域等と共に育てる「共育て」の機運醸成に取り組みます。

【担当課】地域振興課

【従来：つばめ輝く女性表彰】
・個人（ヒト）等の活動や
実績に着目
・表彰の選考は、つばめ輝く
女性表彰選定委員会が行う

【新たな狙い：共育ての推進】
・家族や同僚、地域等と協力した
活動やアイデア（コト）に着目

・多様な事例を収集し、市民も
巻き込みながら横展開を図る



産業史料館機能強化事業
（産業史料館施設管理運営費）

【予算額】148万円 (予算書P.159)

食に焦点をあて、市民からの投票でお勧めするお土産品を決めるイベント

を開催します。これにより、観光における新たな名物商品を発掘します。

★市民が勧めるお土産品グランプリ

市民が勧めるお土産品グランプリ事業
（燕ソウルフード観光プロモーション事業）

【予算額】125万円 (予算書P.159)

-13-主要事業 “ シンカ ” のポイント 【戦略３】交流・応援（燕）人口戦略 -13-

これまで本市は、産業史料館を産業観光の拠点施設として、国内外から訪れる多くの観光客に燕のものづくりを伝

えてきました。「佐渡島の金山」が世界遺産に登録されたことなどから、今後もインバウンドを含め、当地域を訪

れる観光客の増加が見込まれます。そのため、産業史料館のコンテンツを強化するとともに、燕背脂ラーメンに続

く新たな食の名物商品を掘り起こし、観光の推進を図ります。

【担当課】観光振興課

★ミュージアムショップの開設

燕のものづくりをより感じてもらえるよう、土蔵を改修した

ミュージアムショップで、製品の展示販売をします。

★地元企業によるワークショップ

新たに導入するデジタル機材等を活用しながら、地元企業に

よる小中学生向けワークショップを開催します。

産業史料館のコンテンツを強化し、

来館者がさまざまなものづくりにふ

れる機会を増やすことで、産業観光

をさらに推進します。

【担当課】観光振興課

１．予選投票

市内で購入可能なお土産品の中

から、お勧めする商品を市民か

ら広く募集します。

２．上位商品の選出

予選投票で出た商品の中から、

票数が多い商品を本投票のエン

トリー商品として

選出します。

３．本投票

上位商品を集め、一定期間市内

店舗等で展示販

売を行いながら、

本投票を実施します。

４．グランプリ決定

本投票で最も票数の多かった商

品をグランプリに決定し、道の

駅等施設での販促を

図ります。

●●● ●●●●●●●●●●●●●●●

観 光
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安全・安心なまちづくり

空き家改修・解体費補助金
（空き家等対策推進事業）

【予算額】1,650万円 (P.58)

空き家の状態区分に「管理不全空き

家」を新たに定め、所有者に適切な

指導・勧告を行うほか、早期の対策

を促すため、空き家に関する補助制

度を拡充します。

【担当課】都市計画課

空き家対策
空き家の増加が続く中、これまで空き家・空き地活用バ

ンクや相談会等により、総合的な空き家対策を推進して

きました。令和7年度は従前の取組に加え、法改正を踏ま

えた空き家の状態悪化の抑制と、利活用促進を図ります。

令和6年度
まで

令和7年度
から

改
修
費
補
助

◆空き家:
補助率1/3 
上限30万
円/棟

◆空き家：
補助率1/2 上限50万円/棟
※利活用を目的とした事前の所有権
移転が必要
※居住誘導区域内は50万円加算

◆管理不全空き家：
補助率1/3 上限30万円/棟 ※早期改
修(認定から3年間)は20万円加算

解
体
費
補
助

◆特定空き
家:
補助率1/2
上限50万
円/棟

◆管理不全空き家:

補助率1/2 上限50万円/棟 ※早期解

体(認定から3年間)は25万円加算

◆特定空き家:

補助率1/2 上限30万円/棟 ※既存の

特定空き家は上限を1年間据置き

(状態)

良

悪

悪化の防止、
管理の確保

改修の補助

解体の補助

空き家

管理不全空き家

特定空き家

新設

これまで小中学校の防犯カメラの整備や、防犯組合への支援により地域の防

犯カメラの整備を進めてきましたが、声掛け事案等が発生している状況を踏

まえ、こどもたちに対する犯罪対策を一層強化します。

通学路等防犯カメラ設置事業（防犯事業費）

【予算額】1,280万円 (P.56)

通学路等に防犯カメラを新たに設置し、こどもたちの見守りを強化します。

◆令和7年度設置台数：19台

※令和8年度以降も増設予定

【担当課】生活環境課
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下水道使用料の適正化

下水道事業経営健全化事業
【予算額】29万円 (P.61)

令和6年度策定の「経営改善戦略」に基づ

き下水道使用料の適正化を進めます。その

際、下水道利用者の十分な理解を得られる

よう、住民説明会等を通して丁寧な周知に

努めます。【担当課】下水道課

・使用料が県内20市で最
も低く、32年間未改定
・国基準を満たしていない
・経費回収率が62.8 ％
・使用料で賄えていない
経費は一般会計が補填

など

・適正な使用料単価の
設定と定期的な見直し

・施設の長寿命化、投資
の平準化

など

課題 対策 目標
(R16年度)

介護認定審査のDX

・経費回収率100％以上
・一般会計補助金ゼロ
・当期純利益の黒字の維持

など

介護認定審査会DX事業
（介護認定審査会共同事務費）

【予算額】51万円 (P.45)

令和7年度は、認定審査事務のさらなる

効率化を図るため、介護認定審査会に

ペーパーレス会議システムを試行導入

します。

【担当課】長寿福祉課

人口減少や施設の老朽化が進む中、経

費回収率が低迷していることから、独

立採算制である下水道企業会計の健全

化を図る必要があります。

要介護認定者数の増加が見込まれる中、

本市では令和5年度に「認定調査用タブ

レット」を導入し、調査票作成時間を半

減するなどの成果を上げてきました。
・資料をペーパーレス会議システムで共有
・事前確認の結果をオンライン集計
・審査会委員の意見が一致の場合は審査を省略

要介護1 要介護1 要介護1

審査会
委員

審査資料

事前確認

意見が一致

審査を省略

＝

ペーパーレス会議
システム

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

ṕ Ṋ1 20 Ṗ

Ḳ 4 ṕ Ṗ

0

50

100

150

Ḳ 4 ṕ Ṗ

ṕṾṖ



112 3,325 6 2,513 5.9%

35 81 5 80 16.7%

38 2,987 1 8,333 5.0%

10 2,905 1 6,808 19.5%

9 7,113 655 0.7%

3 6,768 62 0.2%

28 1,156 1 8,361 6.1%

82 2 2.5%

87 9,381 2,056 0.2%

85 2,585
46 5,130

2 2,800
16 9,450

2.6%
(57.3%)

492 6,300
453 8,845

12 3,800
31 6,050

2.6%
7.5%

₈

令和７年度歳入総額は、492億6,300万円です。市債の借入額と返済額を同額で計上している借換分を除いた「実質的な予算

規模」は、453億8,845万円であり、令和６年度と比較して31億6,050万円（7.5％ の増となっています。

自主財源において、市税は定額減税の終了などにより令和６年度と比較して増加するものと見込んでおり、寄附金はふるさ

と納税の直近の実績等を勘案して見込みました。

一方、依存財源において、各種交付金は定額減税による減収を補てんする地方特例交付金の皆減などにより、国･県支出金は

定額減税調整給付金の終了による皆減等により、それぞれ減少する見込みです。

主な増減理由は、次ページ以降のとおりです。

一般会計「歳入予算」の概要

※（ ）は借換分を除いた実質的な予算規模

-16-



市税 112億3,325万円 前年度比６億2,513 万円（5.9 %）増

繰入金 38億2,987万円 前年度比１億8,333 万円（5.0％）増

【主な増減理由】

・個人市民税 ⇒ 定額減税終了のほか、給与所得増加等による増

・法人市民税 ⇒ 直近の申告状況等を踏まえた増

・固定資産税 ⇒ 法人の設備投資状況等を踏まえた増

【主な増減理由】

・財政調整基金繰入金

⇒ 令和６年度ふるさと燕応援寄附金の積立分を新規・重点

事業等へ充当することによる増

・ふるさと燕応援基金繰入金

⇒ 屋内こども遊戯施設建設事業への充当の皆減

（単位：億円）

R3ṌR5:
R6ṌR7:

50 2,891 4 8,932 10.8%

40 2,975 3 8,689 10.6%

9 9,916 1 243 11.4%

53 4,930 1 478 2.0%

3 1,824 2,190 7.4%

5 3,680 913 1.7%

112 3,325 6 2,513 5.9%

一般会計「歳入予算」の主な内容（自主財源①）

（単位：億円）

㋐ 前年度ふるさと燕応援寄附金積立分の繰入額 21億3,500 万円（前年度比５億8,100 万円）
㋑ 財源対策としての繰入額 ９億2,095 万円（前年度比 ▲8,344 万円）

30 5,595 4 9,756 19.4%

3 6,879 3 7,854 50.7%

2 7,859 3,952 16.5%

7,272 2,715 59.6%

2,283 2,199 49.1%

601 601

2,498 1,362 120.2%

38 2,987 1 8,333 5.0%
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ふるさと納税）の募集
使い途を設定した寄附金（ふるさと納税）を募り、寄附金から返礼品等の経費（事業費）を除いた差額分を新規・重点事業等の財源

として有効に活用します。

一般会計「歳入予算」の主な内容（自主財源②）

寄附金の使い途 R７寄附
目標額

R７歳入予算
寄附金

R７歳出予算
積立先

経費(事業費) 積立金

産業の振興、教育、福祉、子育てに関する
こと、市長におまかせ

50億円 25億円 25億円 0億円 財政調整基金

「水道の塔」をはじめとした文化財の保存や
活用等（自治体クラウドファンディング）

10億円 10億円 05億円 5億円 文化財保護振興基金

合 計 60億円 35億円 30億円 5億円

ふるさと納税を財源の前提としない予算編成とするため、寄附目標額50億円のうち経費25億円を超える額は、あらかじめ当初予算の歳
入に計上せず、経費25億円と同額の25億円を当初予算の歳入に計上します。
当初予算25億円を超える寄附額は、実績に基づき補正予算に計上し、財政調整基金に積み立てた後、令和８年度以降の新規・重点事業
等の財源として繰り入れ活用します。

令和6年度から「水道の塔」をはじめとした「文化財の保存や活用等」を使い途とした寄附金を募り、
寄附金から返礼品等の経費を除いた差額分を文化財保護振興基金に積み立てた後、文化財保存・活用の
ための財源として有効に活用します。
なお、令和7年度は、「水道の塔保存活用事業」に繰り入れ活用します。

区分 R6 R7 R8 計

寄附目標額 10億円 10億円 10億円 計 30億円

積立目標額 05億円 05億円 05億円 計 15億円
水道の塔
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（１）財政調整基金（令和６年度ふるさと燕応援寄附金の積立分）の充当事業
令和６年度のふるさと燕応援寄附金のうち「産業、教育、福祉、子育て、市長におまかせ」への寄附金から経費を除いた差

額分は、令和６年12 月末時点の寄附実績額に基づき、令和６年度補正予算（第８号）に計上し、21億3,500 万円を財政調整基
金に積み立てました。
この積立分を、寄附者の意向を踏まえ、令和７年度の新規・重点事業等の財源として財政調整基金から繰入れ活用します。
なお、財政調整基金繰入金は、このほかに財源対策として９億2,095 万円を計上しているため、合計で30億5,595 万円と

なっています（10ページ参照）。

【令和７年度充当事業】

※ 充当事業の詳細は、別冊「令和７年度当初予算概要」に掲載しています。 充当額 合計 21億3,500万円

一般会計「歳入予算」の主な内容（自主財源③）

ふるさと納税）の充当事業

寄附の使い途 R7主な充当事業 充当額

❶ 産業
の振興に関すること

・ 働きやすい職場環境整備支援事業 ・ つばめJOBサポート事業
・ 地場産業販路開拓事業 ・ ＳＤＧｓ経営促進事業
・ 環境負荷低減対策支援事業 ・ 企業立地活性化事業
・ 小売商業活性化事業 ・ ものづくり品質シンカ事業
・ チャレンジ・ファーマー支援事業 ・ 農産物消費拡大事業
・ 園芸作物産地化推進事業 ・ 農産物販路拡大事業 など

4億 600万円

❷ 教育、福祉、子育て
に関すること

・ こどもインフルエンザ予防接種費助成事業・ 帯状疱疹予防接種（定期・任意）費助成事業
・ Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙプロジェクト ・ ＩＣＴ教育推進事業
・ ゆめみらいスポーツ教室 ・ 子育て世帯訪問支援事業
・ 5歳児健康診査（母子健康診査事業） ・ 赤ちゃん紙おむつ購入費助成事業
・ 保育補助者雇用確保補助事業 ・ 県央地域医療応援事業 など

8億1,800万円

❸ 市長におまかせ

・ こどもから贈る「ありがとうのプレゼント」事業
・ つばめ子育て応援企業サポート事業 ・ 中小企業CO2排出量可視化促進事業
・ つばめ移住・定住促進事業 ・ つばめ若者会議事業
・ 移住家族支援事業 ・ 部活動の地域展開事業
・ 通学路等への防犯カメラ設置事業（防犯事業）
・ 20周年記念事業 など

9億1,100万円
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（２）ふるさと燕応援基金の充当事業
令和５年度までに特定の目的のために募ったふるさと燕応援寄附金は、ふるさと燕応援基金に積み立てた後、寄附使途事業
の実施財源として基金から繰り入れ充当します。
なお、令和７年度は、B＆G海洋センター移転改築事業などの財源として、３億6,879 万円を充当します。

充当事業 基金積立総額
①

R6までの充当額
※②

R７充当額
③

R8以降償還金
充当予定額
④

活用可能残額
①-②-③-④

2億7,210 万円 2億1,562 万円 64万円 5,583 万円 0円

28億 988万円 8億6,122 万円 2億8,538万円 12億2,328 万円 4億4,000 万円

13億5,908 万円 11億9,630 万円 1,960万円 1億4,318 万円 0円

21億 571万円 17億6,008 万円 6,317万円 3,416 万円 2億4,830 万円

65億4,677 万円 40億3,322 万円 3億6,879万円 14億5,645 万円 6億8,830 万円

【ふるさと燕応援基金の積立総額・充当額等】

積立年度 寄附の使い途 R７主な充当事業 R７充当額

Ｈ30
R元 ❶ 小学校等のエアコン整備事業

■令和元年度小学校、幼稚園及び保育園のエアコン整備事業
に係る市債の償還金 64万円

R元
〜
R3

❷ スポーツ施設の改修等
■スポーツ施設の改修工事等に係る費用の一般財源分及び市債の償還金
・B＆G海洋センター移転改築事業
・サッカー場整備事業（設計業務） など

2億8,538万円

R2 ❸ 新型コロナウイルス感染症対策 ■小中学校感染症対策施設改修（トイレ洋式化・乾式化等）事業
に係る市債の償還金

1,960万円

R4
R5

❹全天候型子ども遊戯施設整備事業
をはじめとした子育て支援

■屋内こども遊戯施設整備事業をはじめとした子育て支援の一般財源分
・屋内こども遊戯施設運営事業

6,317万円

【令和７年度充当事業】

※令和６年度3月補正予算までの数値を反映させたものであり、今後、令和６年度中の補正予算や事業費の確定等により変動することがあります。

ễ 6,879

一般会計「歳入予算」の主な内容（自主財源④） -20-



地方交付税 82億円 前年度比２億円（2.5％）増

2,110 1,090 34.1%

4 4,150 2 60 83.3%

180 8,860 98.0%

5,950 5,350 891.7%

2 3,790 3 2,650 57.8%

1 1,960 8,730 270.3%

9 5,610 8 2,540 631.5%

2,750 7,520 73.2%

16 8,350 16 7,190 14,412.9%

9 5,670 1 2,300 14.8%

5,590 5,590

8,990 8,990

30 1,260 97.7%

38 7,455 19 2,250 33.2%
2
6 9,920

85 2,585 2 2,800 2.6%

46 5,130 16 9,450 57.3%

71.0 0.0%

71.0 2.0 2.9%

0.0 2.0

11.0 0.0%

82.0 0.0%

一般会計「歳入予算」の主な内容（依存財源①）

市債 85億2,585万円 前年度比▲２億2,800 万円（▲2.6％）減

【主な増減理由】

・普通交付税と臨時財政対策債を合わせた実質的な普通交付税は、

令和７年度地方財政計画等を踏まえ前年度同額

・特別交付税は、近年の交付実績を踏まえ前年度同額

( )

【主な増減理由】

・借換債 19億2,250万円の減

・緊急防災・減災事業債 16億7,190万円の増

（分水公民館改修、庁舎空調設備更新 等）

・緊急自然災害防止対策事業債 １億2,300万円の増
（道路維持関連）
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令和７年度地方財政計画等を踏まえて積算

【主な増減理由】

・地方特例交付金 ３億2,700万円の減

（住民税定額減税の補てん分３億4,700万円の皆減）

・地方消費税交付金 3,000万円の増

【主な増減理由】
・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ７億9,464万円の減
（定額減税調整給付金、低所得者支援臨時特別給付金の減）

※物価高騰対応のために令和６年度の国補正予算により措置された重点支援地方
交付金（配分額２億911万円）は、令和7年度当初予算において給食費保護者
負担軽減（1億375万円）に充当しています。残額は、今後の社会経済情勢や
国の支援策等の動向を踏まえ、令和7年度補正予算において本市独自の対策を
講じる際に活用する予定です。

・児童手当負担金（児童手当の拡充） ４億1,590万円の増
・公立学校情報機器整備費補助金 ２億1,736万円の皆増
（小中学生のタブレット端末更新）

【主な増減理由】
・遺跡発掘調査費負担金（野沖遺跡、仲沖遺跡）１億4,392万円の増
・障がい者自立支援給付費等負担金 5,912万円の増
・放課後児童クラブ整備費補助金 ２億7,837万円の減
（児童クラブメート移転事業及び小中川児童クラブ建設事業の減）

国庫支出金 58億4,190万円 前年度比▲6,245 万円（▲1.1％）減

県支出金 29億5,191万円 前年度比4,190 万円（1.4％）増

地方譲与税、各種交付金 31億7,924万円
前年度比▲１億8,423 万円（▲5.5 %）減 3 6,768 62 0.2%

22 3,000 1.4%

5 1,200 1 1,400 28.6%

9,200 3 2,700 78.0%

756 61 7.5%

31 7,924 1 8,423 5.5%

58 4,190 6,245 1.1%

37 6,048 5 7,707 18.1%

20 6,309 6 3,907 23.7%

1,833 45 2.4%

一般会計「歳入予算」の主な内容（依存財源②）

29 5,191 4,190 1.4%

15 8,985 1 7,065 12.0%

11 3,643 1 9,283 14.5%

2 1,563 6,407 42.3%

1,000 0.0%

-22-



令和７年度歳出総額は492億6,300万円です。市債の借入額と返済額を同額で計上している借換分を除いた「実質的な予算

規模」は、453億8,845万円であり、令和６年度と比較して31億6,050万円（7.5％）の増となっています。

目的別に対前年度増減額をみると、分水公民館改修事業やＢ＆Ｇ海洋センター移転改築事業等の実施により教育費が増、情

報システム標準化・共通化対応事業等の実施により総務費が増、新堀新町線踏切拡幅歩道整備事業等の実施により土木費が増

となっています。

一方、屋内こども遊戯施設建設事業の皆減などにより民生費が減、道の駅「国上」駐車場整備事業の減により商工費が減と

なっています。

主な増減理由は、次ページのとおりです。

141 8,763 13 4,102 8.6%

68 4,992 29 1,251 74.0%

63 8,114 12 6,048 24.6%

46 6,886 4 6,215 11.0%

41 1,027 2 7,964 7.3%

18 710 1,586 0.9%

15 2,068 7 1,960 32.1%

8 3,111 432 0.5%

3 6,702 1 3,481 58.1%

84 4,145
45 6,690

17 6,279
1 5,971

17.3%
3.6%

9,782 28 0.3%

492 6,300
453 8,845

12 3,800
31 6,050

2.6%
7.5%

一般会計「歳出予算」（目的別）の概要

※（ ）は借換分を除いた実質的な予算規模

₈
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土木費 46億6,886万円 前年度比4億6,215 万円（11.0 ％）増

教育費 68億4,992万円 前年度比29億1,251 万円（74.0 ％）増

消防費 18億 710万円 前年度比1,586 万円（0.9％）増

商工費 15億2,068万円 前年度比▲7億1,960 万円（▲32.1 ％）減

公債費 84億4,145万円 前年度比▲17億6,279 万円（▲17.3 ％）減

議会費 3億6,702万円 前年度比1億3,481 万円（58.1 ％）増

民生費 141億8,763万円 前年度比▲13億4,102 万円（▲8.6％）減

衛生費 41億1,027万円 前年度比2億7,964 万円（7.3％）増

一般会計「歳出予算」（目的別）の主な増減理由

・議場会議システム等改修事業
（議会運営費）

総務費 63億8,114万円 前年度比12億6,048 万円（24.6 ％）増

・ふるさと燕応援事業（クラウドファンディングを含む）
・情報システム標準化・共通化対応事業

3億２, 787万円の増
2億３, 471万円の増
2億 374万円の皆増
1億４, 551万円の増

1億３, 849万円の増
12億３, 166万円の皆減
8億９, 695万円の皆減
2億６, 552万円の皆減
2億６, 130万円の皆減

5億円の増
3億２, 407万円の増

７, 638万円の皆増
５, 480万円の増

４, 176万円の増

7億７, 690万円の減

2億１, 700万円の皆増

1億４, 450万円の増
1億２, 596万円の増

３, 712万円の増

12億５, 016万円の増
10億３, 353万円の増
3億 828万円の増

1億６, 484万円の増

18億４, 199万円の減

7, 920万円の増

・地域脱炭素移行・再エネ推進事業
・し尿処理場運転管理費
（衛生センター電気設備改修工事 等）

・感染症予防事業
（帯状疱疹予防接種の定期接種化、HPVワクチンキャッチアップ接種期間延長 等）

・児童手当給付事業（制度拡充）
・障がい者介護給付費支給事業
・定額減税補足給付金（不足額給付）支給事業
・私立保育園等支援事業
（水道町保育園整備費補助 等）

・保育園運営費（人件費の増等）
・屋内こども遊戯施設建設事業
・定額減税調整給付金支給事業
・小中川児童クラブ建設事業
・児童クラブメート移転事業

・道の駅「国上」駐車場整備事業

・分水公民館改修事業
・Ｂ＆Ｇ海洋センター移転改築事業
・ＩＣＴ教育推進事業
（小中学生のタブレット端末の更新）

・埋蔵文化財事業（野沖遺跡、仲沖遺跡分）

※令和６年度の国補正予算を活用した繰越事業として、

小池中学校長寿命化改良事業等（27億6,406万円）をあわせて実施します。

・消防施設維持管理事業
（燕消防署照明器具入替工事 等）

1億３, 340万円の増 ・新堀新町線踏切拡幅歩道整備事業
・物流センターアクセス道路(大曲他地内)整備事業

・道路修繕料等（道路維持関連）
※令和６年度の国補正予算を活用した繰越事業として、

社会資本整備総合交付金事業（2億4,551万円）をあわせて実施します。

・事業債償還元金
（借換分 19億2,250万円の減）
（借換分を除く事業債償還元金 8,051万円の増）

・事業債償還利子
（今後の金利上昇を見込み増）
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一般会計「歳出予算」（性質別）の概要

※（ ）は借換分を除いた実質的な予算規模

₈

性質別に対前年度増減額をみると、義務的経費では、人件費が新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定等により増、扶助費が

児童手当の高校生までの拡充等により増となっています。

投資的経費では、普通建設事業費において屋内こども遊戯施設建設事業が皆減となった一方、分水公民館改修事業やB＆G海洋

センター移転改築事業等の実施により増となっています。

その他の経費では、物件費が物価高騰の影響のほか、情報システム標準化・共通化対応事業や、ICT教育推進事業の小中学生の

タブレット端末の更新等で増となっています。一方、補助費等が定額減税調整給付金支給事業の皆減等により減となっています。

222 7,346
183 9,891

7 2,748
11 9,501

3.2%
6.9%

69 9,834 6 2,378 9.8%

68 2,368 4 1,153 6.4%

84 5,145
45 7,690

17 6,279
1 5,971

17.3%
3.6%

62 1,888 6 9,510 12.6%

62 1,888 6 9,510 12.6%

0 0.0%

207 7,066 12 7,038 6.5%

94 8,493 14 9,401 18.7%

3 2,305 2,763 7.9%

63 566 3 5,054 5.3%

5 6,633 203 0.4%

5 8,588 2,743 4.9%

34 7,481 1 2,509 3.7%

3,000 0.0%

492 6,300
453 8,845

12 3,800
31 6,050

2.6%
7.5%
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基金全体の合計残高は、令和6年度末で83億3,735万円、令和7年度当初予算に計上した繰入金と積立金を反映した基金
残高は、50億7,381万円となっています。
このうち、財政調整基金残高は、令和6年度末で35億8,061万円、令和7年度当初予算に計上した繰入金と積立金を反映

した基金残高は、5億2,568万円となっていますが、今後、繰越金等を活用して積み戻していく予定です。
なお、財政調整基金、減債基金、ふるさと燕応援基金を合わせた財源対策的基金残高は、令和6年度末で73億6,177万円、

令和7年度当初予算に計上した繰入金と積立金を反映した基金残高は、36億6,137万円となっています。

6 7 7

6 7

35 8,061 30 5,595 102 5 2,568 4 7,166 6,925

12 6,540 2 7,859 59 9 8,740 1 6,668 1 3,006

25 1,576 3 6,879 132 21 4,829 3 3,139 2 8,299

73 6,177 37 333 293 36 6,137 9 6,973 4 8,230

2 1,634 12 2 1,645 2,850 2,851

3,911 1,514 2,397 515 316

82 34 0 48 11 6

2,538 549 1,069 3,058 334 403

1,113 100 1 1,014 147 134

1 3,256 7,272 5,154 1 1,138 1,746 1,467

162 0 162 21 21

3,051 2,283 1 769 402 101

733 300 76 509 97 67

5 1,078 601 5 27 10 504 6,728 1 3,239

9 7,558 1 2,654 5 6,340 14 1,244 1 2,851 1 8,605

83 3,735 38 2,987 5 6,633 50 7,381 10 9,824 6 6,835

※令和6年度末残高見込及び令和7年度当初予算時末残高の数値は、令和6年度3月補正予算までの数値を反映させたものであり、今後、令和6年度中の補正予算や事業費
の確定等により変動することがあります

※市民１人当たりの残高は、令和6年12月末人口75,915 人(住基台帳人口)に基づき算出

-26-一般会計「基金残高」の状況



R1
（決算）

■合併特例債 ■臨時財政対策債 ■その他市債

市債残高は、合併特例債や国の財源対策である臨時財政対策債の償還

が進んだことにより減少傾向にありましたが、令和7年度においては、

制度の期限が令和7年度までとなっている交付税措置のある有利な市債

(緊急防災・減災事業債及び緊急自然災害防止対策事業債)を有効に活用し、

分水公民館をはじめとした老朽化が進んでいる公共施設の改修工事や道

路の改良工事等を実施することとしたため、令和7年度末残高は前年度

末から2億9,931 万円増加し429億6,139 万円となる見込みです。

この増加は一時的なもので、交付税措置を除いた実質的な市債残高は

前年度からおおむね横ばいで推移する見込みであり、市債残高総額の

3分の1程度に抑えられています。

今後も、ふるさと燕応援寄附金の活用などによる新規借入の抑制や、

交付税措置のある有利な市債を積極的に活用するなど、次代を担うこど

もたちに過大な負担を残すことがないよう、将来負担の抑制に努めます。

※令和6年度及び令和7年度末残高見込の数値は、令和6年度3月補正予算までの数値を反映させたものであり、今後、令和6年度中の補正予算や事業費の確定等により変動することが
あります。

⁸ψ
（単位：億円）

区 分
令和6年度末
残高見込

令和7年度当初予算額
令和7年度
増減額

令和7年度末
残高見込

構成
割合

令和7年度末残高
交付税措置見込

令和7年度末の
実質的な残高見込

借入額 償還額

合併特例債 115億3,539 万円 － 16億5,490 万円 ▲16億5,490 万円 98億8,049 万円 23.0 ％ 69億1,634 万円 29億6,415 万円

臨時財政対策債 124億1,726 万円 － 13億 720万円 ▲13億 720万円 111億1,006 万円 25.9 ％ 111億1,006 万円 0円

その他市債 187億 943万円 46億5,130 万円 13億8,989 万円 32億6,141 万円 219億7,084 万円 51.1 ％ 111億1,797 万円 108億5,287 万円

合 計 426億6,208 万円 46億5,130 万円 43億5,199 万円 2億9,931 万円 429億6,139 万円 100.0 ％ 291億4,437 万円 138億1,702 万円

一般会計「市債残高」の状況

481.9
465.7

449.7
435.3

R2
（決算）

R3
（決算）

R4
（決算）

R5
（決算）

411.7

R6
（見込）

R7
（見込）

131.7 132.2 125.0 124.0 129 .9 137 .3 138 .2

429.6426.6

交付税措置等を除いた実質的な市債残高
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第３次燕市総合計画の

戦略体系に基づく主要事業
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＝臨時的事業 ◯＝継続事業 □＝再掲・参照＝新規事業 ＝拡充事業

本市は令和８年３月20日に合併20周年を迎えます。これを未来に向かって新たなスタートを切る機会と捉え、合併20周年

記念事業を行います。合併20周年記念事業には、35ページ以降の事業名に左記マークを付記しています。
【合併20周年記念事業】

・合併20周年事業：合併20周年の日が含まれる令和８年中に行う事業のうち、合併20周年を記念して実施する事業

・第20回記念事業：平成18年度を第１回として令和7年度に20回を迎える事業のうち、合併20周年を記念して実施する事業 など

デジタル技術を活用し、業務の効率化等を図る自治体DX事業には、 35ページ以降の事業名に左記マークを付記しています。DX

戦略１ 定住人口戦略
戦略２ 活動人口戦略
戦略３ 交流・応援（燕）人口戦略
戦略４ 人口戦略を支える都市環境の整備
戦略５ 持続可能な行財政運営の推進



SBT認証取得等促進事業

DX生産性向上促進事業
企業立地活性化事業

【主要事業】

-29-戦略１ 定住人口戦略

施策② 農業の振興

施策① 教育の充実

働きやすい職場環境整備支援事業

つばめJOBサポート事業

つばめ子育て応援企業サポート事業

障がい者雇用促進事業

35 ɘɶȶ

ISO9001 等認証取得支援事業

まちなかにぎわい創出事業

36 ɘɶȶ

農産物消費拡大事業

「新大コシヒカリ」導入試験事業

森林経営管理事業

有害鳥獣対策啓発事業

もみ殻等循環支援事業

チャレンジ・ファーマー支援事業

先進技術活用推進事業

37 ɘɶȶ

基本方針 (1) 活力ある産業の振興

ICT教育推進事業

アントレプレナーシップ教育
推進モデル事業

部活動の地域展開事業

高校とともに創る輝く人材育成事業

羽ばたけつばくろ応援事業
燕市役所まちあそび部

38 ɘɶȶ

教育支援センター設置事業

特別支援教育環境整備事業
小池中学校長寿命化改良事業

子どもの居場所整備事業

つばめみなみ児童クラブ拡張事業

児童クラブフレンド第三の開設
児童クラブ出欠確認等システム導入

事業
39 ɘɶȶ

つばめ長善プロジェクト

奨学金貸付事業・入学準備金貸付事業

学びをサポートする職員の増員

40 ɘɶȶ

基本方針 (2) 次代につなぐ教育の推進・子育て支援

施策① 商工業の活性化



施策② 子育て支援の充実 ハレラテつばめのオープン

ハレラテつばめ周辺エリア情報発信
強化事業

ファミリー向け公演実施事業

41 ɘɶȶ
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5歳児健康診査

ベビーケアルームの設置
子育て支援ファイル配付事業

こどもから贈る

「ありがとうのプレゼント」事業
つば×ともモデルエピソードアワード

平日子育てイベント 42 ɘɶȶ

赤ちゃん紙おむつ購入費助成事業

産前産後健診助成

給食費保護者負担の軽減

多子世帯保育料独自軽減

私立保育園・こども園魅力向上事業

保育補助者雇用確保補助事業
保育園へ看護師の配置

43 ɘɶȶ

基本方針 (3) 健やかに暮らせる医療福祉の充実

施策① 保健医療体制の強化 帯状疱疹予防接種費助成事業

医師養成修学資金貸付制度負担金
市内医療機関休日在宅当番医制事業

新潟大学消化器疾患予防医学開発講座

看護職員修学資金貸付事業

44 ɘɶȶ

施策② 高齢者福祉の充実 人生100年時代の健康サポート事業

脳体力健康促進事業
介護認定審査会DX事業

介護人材奨学金返還補助金

シニアNEXT人材バンク整備事業

窓口への軟骨伝導イヤホンの導入
新たな敬老事業

障がい者地域生活支援拠点等運営事業

障がい者雇用促進事業
作業受委託マッチング支援事業

身体障がい者(児)日常生活用具給付事業

障がい福祉人材奨学金返還補助金

46 ɘɶȶ

施策③ 障がい福祉の充実

45 ɘɶȶ

施策① 移住・定住希望者への支援 つばめ移住・定住促進事業

移住家族支援事業

ふるさと燕若者応援事業

47 ɘɶȶ

基本方針 (4) 地域に根付く移住・定住の促進



戦略２ 活動人口戦略

基本方針 (1) いきいきと輝く健康づくり・生きがいづくり

施策① 健康づくりの推進 胃がん検診における内視鏡検査導入事業

特定保健指導利用勧奨事業

女性の健康づくり応援事業

つばめ元気かがやきポイント事業

歯周疾患検診事業

48 ɘɶȶ

施策② スポーツの推進

施策③ 生涯学習・文化活動の充実

サッカー場整備事業

体育施設空調設備等整備事業
部活動の地域展開事業

B&G海洋センター移転改築事業

燕さくらマラソン大会

つばめスポーツキッズフェスタ
ゆめみらいスポーツ教室

49 ɘɶȶ

分水公民館改修事業

松長公民館改修事業
文化会館自主事業

つばめトランプ製作事業

水道の塔保存活用事業
石港遺跡発掘調査事業 50 ɘɶȶ

施策① 地域福祉の推進

施策② 市民活動の活性化

こどもの生活・学習支援事業

子どもの居場所づくり支援事業
子育て世帯訪問支援事業

困難な問題を抱える女性の

相談窓口の設置
地域包括支援センター訪問法律相談事業

権利擁護支援担い手養成事業
51 ɘɶȶ

まちづくり協議会支援事業

協働のまちづくり推進事業

自治会運営支援事業

52 ɘɶȶ
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基本方針 (2) つながり、支え合う地域社会の実現



戦略３ 交流・応援（燕）人口戦略

施策① 着地型観光の振興

基本方針 (1) 魅力あふれる観光の振興

燕市観光振興プラン策定事業

道の駅「国上」でのイベント開催事業
道の駅「国上」駐車場整備事業

産業史料館利用促進イベント開催事業
産業史料館機能強化事業

産業観光推進に向けた

用途地域の見直し検討事業
市民が勧めるお土産品グランプリ事業

国内観光プロモーション事業

インバウンド受入強化事業 54 ɘɶȶ

基本方針 (2) つながりを活かした燕市のファンづくり

施策① 広域連携・都市交流の推進

施策② 「ふるさと燕」のファン拡大

都市交流連携事業 55 ɘɶȶ

ふるさと燕応援事業

シティプロモーション事業

応援（燕）人口拡大創出事業

55 ɘɶȶ

施策① 若者活動の活発化

施策② 誰もが活躍しやすい環境づくり

施策③ 人権尊重・多文化共生のまちづくり

つばめ子育て応援企業サポート事業

働きやすい職場環境整備支援事業

女性が輝くつばめプロジェクト推進事業

男女共同参画推進事業

53 ɘɶȶ

基本方針 (3) 一人ひとりが活躍できるまちづくり

人権教育・啓発推進事業 多文化共生事業 53 ɘɶȶ

つばめ若者会議事業 52 ɘɶȶ
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統合浄水場の本格稼働

老朽管路更新事業
下水道事業経営健全化事業

戦略４ 人口戦略を支える都市環境の整備

基本方針 (1) 安全で安心して暮らせるまちづくり

施策① 災害に強いまちづくり
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災害時相互支援体制構築事業

避難者支援システム導入事業

地震に強い住まいづくり支援事業
内水浸水想定区域図作成事業 56 ɘɶȶ

施策② 防犯・交通安全の推進

施策③ 良好な生活環境の保全

施策④ 脱炭素社会づくり

通学路等防犯カメラ設置事業
56 ɘɶȶ

家庭用生ごみ処理機普及促進事業 カンカン BOOK・TOY事業

福服 BOOK・TOY事業 57 ɘɶȶ

地域脱炭素移行・再エネ推進事業

中小企業CO2排出量可視化促進事業
SBT認証取得等促進事業

道路照明LED化事業

脱炭素住宅推進事業

57 ɘɶȶ

基本方針 (2) 持続可能な都市基盤の構築

施策① 空き家対策とまちなかの賑わいづくり 空き家改修・解体費補助金

空き家跡地活用促進補助金

中心市街地再生モデル事業

ツバメルシェ開催事業

商店街店舗リノベーション促進事業

定住家族支援事業 58 ɘɶȶ

施策② 道路・公園の整備 修繕料 (道路維持費) 等
物流センターアクセス道路（大曲他
地内）整備事業 59 ɘɶȶ

公共交通運行事業

高齢者運転免許証自主返納支援事業
障がい者タクシー利用料及び

自動車燃料費助成事業
施策③ 公共交通の利便性向上

施策④ 水道水の安定供給と汚水処理の効率化 公共下水道の整備（未普及対策）事業

下水終末処理場施設改築更新事業
記念マンホール蓋製作事業 61 ɘɶȶ

除雪オペレーター資格取得支援事業

道金水道町線道路改良事業
道路監視システム更新事業

児童遊園現況測量事業

都市公園施設整備事業
60 ɘɶȶ

大曲河川公園案内看板整備事業

ハレラテつばめ周辺エリア情報発信
強化事業

60 ɘɶȶ



戦略５ 持続可能な行財政運営の推進

基本的方向 (1) 財政力の向上 基本的方向 (2) 行政力の向上 基本的方向 (3) 職員力の向上
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自治体DXの推進 市議会DXの推進

道路監視システム更新事業
避難者支援システム導入事業

統合型校務支援システム等導入事業

ハレラテつばめ周辺エリア
情報発信強化事業

児童クラブ出欠確認等システム導入事業

62 ɘɶȶ

＝臨時的事業 ◯＝継続事業 □＝再掲・参照＝新規事業 ＝拡充事業

公的資産のマネジメント 燕・分水サービスコーナーの廃止

燕庁舎旧分館解体事業

小学校プール解体・駐車場等整備事業

63 ɘɶȶ

歳入の維持・確保

下水道事業経営健全化事業

公共工事施工時期・発注量の平準化

国民健康保険税の納期数の変更

63 ɘɶȶ

行政サービス等の最適化

職員採用の強化 63 ɘɶȶ人材の確保

内部事務の効率化 保育園内Wi-Fi環境整備事業

公用車管理DX事業

介護認定審査会DX事業
62 ɘɶȶ

債券を活用した基金の運用 ネーミングライツ制度の導入

63 ɘɶȶ

本市は内閣府より先進的に取組む自治体として2024 年度「SDGs未来都市」に認定されました。総合計画に基づき、 SDGs

が目指す持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向け、市民が安心して生活できるまちづくりを進めるとともに、持

続可能な地域経済・社会の構築を目指していきます。



★地域の人事部

産業団体や金融機関等と連携し、市内企業が、

外部の専門スキルを持った人材を兼業・副業人

材として受け入れる取組を実施します。

◆地域活性化起業人(副業型)

制度を活用した企業と人材

のマッチング

◆小規模企業のキャリア

プラン作成支援

★高校生の企業見学ツアー

高校生の市内企業への就職を促進するため、企

業見学ツアーを実施するとともに、人事担当者

等との交流の場を提供します。

★外国人材受入支援

県の外国人材受入サポートセンターと連携し、

外国人材のスムーズな受入

と定着を支援します。

◆サポートセンターに

よる外国人材受入セミナー実施

★若手社員研修

市内企業に勤める若手社員を対象としたワー

クショップ形式の研修会を開催し、人材の定

着を促進します。

★子育てママの再就職応援

企業説明会やLINEを活用した情報発信を行う

ことで、子育てママの再就職を支援します。

【担当課】商工振興課

つばめJOBサポート事業
【予算額】377万円 (予算書P.137)

専門的なスキルを持つ人材と企業とのマッチングを支援するとともに、外国人材の受け入れや子育

てで離職中の女性の再就職を支援します。また、企業における人材定着を図るため、小規模企業が

行う人材向けキャリアプラン作成の支援や、若手社員向け研修会を実施します。併せて、企業の人

材確保に向けて高校生による企業見学ツアーを開催します。
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働きやすい職場環境整備支援事業
【予算額】4,009万円 (予算書P.137)

市内企業における、工場等の遮熱断熱工事や、

多機能トイレ等の整備を支援することで、従

業員の働きやすい職場環境の実現を図ります。

★働きやすい職場環境整備支援補助金

◆対象経費：男女別トイレ、更衣室の整備等

◆補助率：1/ 2

◆上限額：50万円（※）

★工場等遮熱断熱促進補助金

◆対象経費：工場等への遮熱、断熱工事費 等

◆補助率：1/ 3

◆上限額：施工面積に応じ以下3区分（※）

・ 〜500㎡ 上限100万円

・501㎡〜900㎡ 上限150万円

・ 901㎡〜 上限200万円

※つばめ子育て応援企業プラス認定企業の

場合は上限額が2割UP

★働きやすい職場環境セミナー

人材から選ばれる魅力ある企業を増やすため、

職場の環境整備の重要性や事例等に関するセ

ミナーを開催します。

【担当課】商工振興課

働きやすい職場の整備を支援

つばめ子育て応援企業サポート事業
【53ページ参照】
【担当課】地域振興課

多様な人材の活躍促進と定着の支援

障がい者雇用促進事業
【46ページ参照】
【担当課】社会福祉課



ISO9001等認証取得支援事業
【予算額】240万円 (予算書P.163)

企業の品質管理をさらに発展させるため、

ISO等の取得に係る費用を補助します。

◆対象経費：認証取得審査料、コンサル料 等

◆補助率：1/ 2

◆上限額：30万円

【担当課】商工振興課

ものづくり品質のさらなる向上

DX生産性向上促進事業
（中小企業DX推進支援事業）
【予算額】1,333万円 (予算書P.153)

IoT 、AIを活用したスマートファクトリー化

に関する経費等を、上限額を拡充して補助す

ることで、企業の生産

性向上や競争力強化を

図ります。

◆補助率：1/ 2

◆上限額：100万円→200万円

【担当課】商工振興課

企業立地活性化事業
【予算額】1億3,366万円 (予算書P.161)

企業誘致に向けた企業立地基本構想を策定して

いくための産業用地開発に係る基礎調査を実施

します。また、地域活性化起業人を活用し、市

内企業におけるDXを切り口と

した事業課題の解決と新規事

業の創出に取り組むとともに、

市内シェアオフィスへの企業

進出を促進するほか、各種支

援制度により企業誘致を促進

します。

★企業誘致に係る各種支援制度

◆企業立地促進補助金

◆企業誘致奨励制度

◆産業開発促進制度 等

★産業用地開発に係る基礎調査

◆日本立地センターと連携した産業用地ニーズ

の把握と、産業用地としての開発適地の基礎

調査を実施

【担当課】商工振興課

販路開拓・顧客獲得の支援
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企業誘致の促進

まちなかにぎわい創出事業
（小売商業活性化事業）
【予算額】160万円 (予算書P.153)

空き店舗等の改修やツバメルシェを実施する

とともに、まちなかの賑わい創出の取組に対

して、実施に係る経費を支援することで、小

売商業の活性化を図ります。

★まちなかにぎわい創出補助金の新設

◆補助率：2/ 3

◆上限額：40万円

【担当課】商工振興課

SBT認証取得等促進事業
（SDGs経営促進事業）
【予算額】200万円 (予算書P.153)

★SDGs経営促進事業補助金

SDGsに係る各種計画策定等の費用を補助する

ことで、企業のSDGs経営を

促進します。

◆補助率：1/ 2

◆上限額：30万円（通常枠）

45万円（SBT認証枠）

【担当課】商工振興課

企業のSDGs経営とDXの促進

B
S

T
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森林経営管理事業
（森林整備費）
【予算額】398万円 (予算書P.149)

市内の森林整備を計画的に実施していくため、

新潟大学と連携しながら、有識者や地域代表

を含めた策定委員会を組織し、森林整備計画

を策定します。

◆森林整備計画の策定

【担当課】農政課

農村環境の改善と持続可能な農業

農産物消費拡大事業
【予算額】712万円 (予算書P.145)

★燕市産トマトPR動画の作成

「つばめトマト」のPR動画を作成し、認知度

拡大を図ります。

★つばめ食べて応援キャンペーン

燕市産農産物の認知度向上と消費活性化のた

めのキャンペーンを実施します。

★収穫祭イベントの実施

これまでの農業まつりに替えて、生産者と消

費者の交流の場を新たに創出することで、市

内農産物の周知と消費拡大につなげます。

【担当課】農政課

「新大コシヒカリ」導入試験事業
（農産物高付加価値化推進事業）
【予算額】30万円 (予算書P.145)

猛暑による品質低下を防ぎ、農業所得の安定

化に寄与するため、新潟大学や農業者との連

携により高温耐性品種である「新大コシヒカ

リ」の試験栽培や、消費者のモニター調査に

取り組みます。

【担当課】農政課
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農産物の消費拡大と所得安定化 農業経営の効率化

有害鳥獣対策啓発事業
【予算額】20万円 (予算書P.143)

増加する鳥獣による農作物被害等

の対応方法を学ぶため、被害

の多い地域を対象として鳥獣

対策のセミナーを開催します。

【担当課】農政課
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先進技術活用推進事業
【予算額】22万円 (予算書P.143)

AI・ICTを活用した生育管理システムの実証

等を行い、先進技術導入による農作業の効率

化・省力化を推進します。

◆生育管理システムの実証実験

◆先進技術勉強会の開催

【担当課】農政課

もみ殻等循環支援事業
【予算額】180万円 (予算書P.143)

稲刈り後のもみ殻を適正に処理することで、有

機資源を循環させ、環境保全を推進するため、

もみ殻散布機等の導入費用を補助します。

【担当課】農政課

チャレンジ・ファーマー支援事業
【予算額】2,000万円 (予算書P.143)

農業従事者の高齢化への対応として年齢上限

を引き上げ、先進技術の導入のほか、農業経

営の効率化や規模拡大

に必要な機械等の導入

を支援することで、経

営の効率化と生産性向

上を図ります。

◆補助率：1/ 4（通常枠）、1/ 3（複合営農）

1/ 2（49歳以下の若手）

◆上限額：100万円〜150万円

◆年齢上限：70歳→75歳まで

【担当課】農政課
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アントレプレナーシップ教育推進
モデル事業（教育指導費）
【予算額】25万円 (予算書P.191)

さまざまな社会変化の中で、失敗を恐れず主

体性をもって課題に挑むことができる人材を

育成するため、起業経験者の講話や企業訪問

等を実施します。

◆対象：燕北小学校3〜6年生

【担当課】学校教育課

時代の変化に対応した教育

部活動の地域展開事業
【予算額】2,479万円 (予算書P.201)

休日の部活動の段階的な地域展開を進めます。

令和7年度は、9月を目途に月２回からすべて

の土日に活動を拡大するとともに、対象を吹

奏楽以外のすべての部活動に拡大し、部活動

に代わる環境として「未来いきいき地域クラ

ブ」を引き続き整備します。

◆対象：スポーツのみ →

本クラブに参加を希望したスポーツ、

文化活動のクラブ（中学校部活動に

無い種目も含む）

◆実施日：月２回 →すべての土日

◆管理・運営システムの導入

◆クラブサポーターの試行導入

【担当課】学校教育課

将来を担う人材の育成
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ICT教育推進事業
【予算額】4億2,316万円(予算書P.185)

ICT教育のさらなる推進に向けて、児童生徒が

使用しているタブレット端末の更新等を行い

ます。

◆タブレット端末の更新（軽量化、高画質カ

メラ搭載、着脱式のキーボードに変更 等）

【担当課】学校教育課

羽ばたけつばくろ応援事業
【予算額】208万円 (予算書P.187)

夢の実現に向けた自己啓発活動や

社会貢献活動など、次代を担う

こどもたちが主体的に取り組む

活動を支援します。

【担当課】学校教育課

高校とともに創る輝く人材育成事業
【予算額】53万円 (予算書P.189)

市内に所在する県立吉田高等学校や分水高等

学校、地元企業等と連携し、特色ある高校づ

くりの取組を支援することで、

本市の将来を担う人材

の育成に取り組みます。

【担当課】学校教育課

燕市役所まちあそび部
（つばめ若者会議事業）
【52ページ参照】
【担当課】地域振興課

持続可能な課外活動環境の整備

DX DX



つばめみなみ児童クラブ拡張事業
【予算額】565万円 (予算書P.109)

【事業期間】令和6～7年度

燕南小学校内の児童クラブが、利用者の増加

のため手狭になっていることから、児童クラ

ブの規模を拡大することで

受入体制を強化します。

【担当課】学校教育課

児童クラブ出欠確認等システム導入
事業 （児童クラブ運営事業）
【予算額】121万円 (予算書P.107)

児童クラブの出欠連絡をオンライン上ででき

るシステムを新たに導入することで、

保護者の利便性向上を図ります。

【担当課】学校教育課

放課後児童受入体制の充実

子どもの居場所整備事業
【予算額】1億800万円 (予算書P.107)

【事業期間】令和6～7年度

設計業務が完了したことから、B&G財団の助

成金等を活用し、老朽化が進んでいる大関な

かまの会の施設を解体するとともに、児童ク

ラブ機能を持った、こどもたちが

安全・安心に過ごすことができる

放課後の居場所を新たに作ります。

【担当課】学校教育課
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特別支援教育環境整備事業
（言語・発達障がい通級指導教室運営費）
【予算額】108万円 (予算書P.193)

小中学校でニーズが高まっている発達障がい

通級指導教室を増設し、特別支援教育環境を

充実させます。

◆設置学校3校→7校

◆県主催研修に加え、通級指導教室の指導者

育成を目的とした研修会の開催

【担当課】学校教育課

学校環境の改善

教育支援センター設置事業
（校外教育支援センター事業、校内教
育支援センター事業）

【予算額】3,163万円(予算書P.191､193)

登校に困難を抱える児童生徒を対象に、安心

して過ごせる新たな居場所を学校の内外に設

置し、学習支援等を行います。

★小学校「校内教育支援センター」設置事業

★中学校「校内教育支援センター」設置事業

★校外教育支援センター事業

【担当課】学校教育課

小池中学校長寿命化改良事業
【R6繰越予算額】19億586万円

大規模改修期を迎える小池中学校について、内

外装の改修や各種設備の更新、エレベーターの

新設を行うなど改良工事を実施し、学習環境の

改善と施設の長寿命化を

図ります。

【担当課】学校教育課
児童クラブフレンド第三の開設
【予算額】ゼロ予算

利用者が増加している吉田小学校内の児童ク

ラブフレンドにおいて、校内のボランティア

室を有効活用（一時的な利用）することで、

受入可能人数を増やします。

【担当課】学校教育課

DX
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燕らしい特色ある教育の推進

つばめ長善プロジェクト

本市独自の教育プログラムを実施し、こどもたちが自分の良さを伸ばしたり、新たな可能性を広げた

りすることを応援します。

★長善館学習塾
【予算額】100万円 (予算書P.185)

さまざまな体験活動や人

との関わりを通して、自

立心や助け合う心、問題

解決能力を育みます。

◆内容：

南魚沼キャンプ体験 等

【担当課】学校教育課

★つばくろロボキッズ教室
（燕ロボット・プログラミング教室事業）
【予算額】94万円 (予算書P.189)

プログラミング的思考を働かせながら、自律

動作型ロボットを操作する活動を通して、プ

ログラミングに対する興味 関心や学び続ける

意欲を高めます。

【担当課】学校教育課
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奨学金貸付事業
入学準備金貸付事業
【予算額】1,025万円(予算書P.183､189)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

専門的知識や能力等の取得を目指す意欲ある

学生を支援し、保護者の経済的負担の軽減を

図るため、奨学金及び入学準備金の貸与・貸

付を行います。

◆貸付対象：大学院生まで

◆奨学金管理システムの導入

【担当課】学校教育課

学びを支える制度の拡充
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★Jack＆Bettyプロジェクト
【予算額】4,406万円 (予算書P.183)

英語によるコミュニケーション能力を向上さ

せるレッスンを行い、グローバル社会で活躍

する人材を育成します。スピーチコンテスト

の参加者の中から親善大使を選出し、海外へ

派遣します。

◆派遣生徒数：4人→8人程度

【担当課】学校教育課

★燕ミライトークセッション
【予算額】31万円 (予算書P.187)

世界や地域で活躍する講師による講演会や参

加生徒同士が話し合うワークショップを開催

し、生徒の視野を広げるとともに、一歩踏み

出すことの大切さや周りを巻き込む方法、大

切にすべき価値観等を考える機会を設けます。

（旧事業名：燕キャプテンミーティング）

◆対象：中学1・2年生の参加希望者

【担当課】学校教育課

学びをサポートする職員の増員
（学校教育管理費、学校管理費）
【予算額】2億4,205万円

(予算書P.183、195)

教職員が指導に専念できるよう、校内の庶務

事務を行う「スクール・サポート・スタッフ」

と、こどもたちの学校での活動や学習を支援

する「学校介助員」を増員します。

◆スクール・サポート・スタッフ：

6人 → 8人

◆学校介助員：78人 → 85人

【担当課】学校教育課

DX



ハレラテつばめのオープン
（屋内こども遊戯施設運営事業）
【予算額】6,558万円 (予算書P.113)
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「ハレラテつばめ」開設を契機とした賑わいの創出

季節や天候に関わらず、こどもたちが体を使

って思いっきり遊ぶことができる全天候型の

屋内遊戯施設を令和７年8月頃に開設します。

◆令和７年度:本体工事､指定管理業務委託等

【担当課】こども未来課
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ハレラテつばめ周辺エリア情報発信
強化事業 （一般経費）
【予算額】187万円 (予算書P.65)

「ハレラテつばめ」に来場された家族に周辺

施設の魅力を知ってもらえるよう、「ハレラ

テつばめ周辺エリア」一帯を案内するホーム

ページを作成します。また、施設情報とイベ

ント情報を配信する大型タブレットをエリア

内の各施設へ配置し、「ハレラテつばめ」の

来場促進など施設間の回遊性向上を図ります。

◆ホームページ公開時期：令和7年7月

◆タブレット設置施設：燕市産業史料館、

燕市体育センター、燕市児童研修館

「こどもの森」、燕市交通公園

【担当課】企画財政課

ファミリー向け公演実施事業
（文化会館自主事業）
【予算額】609万円 (予算書P.213)

「ハレラテつばめ」の開設に先駆けて、人気

こども向け番組のキャラクターと歴代出演者

によるファミリー向け公演を開催します。

◆開催時期：令和7年6月または7月

◆実施内容：1日2回公演（1回 45分）

◆チケット（予定）：

大人1,000円 こども500円

◆販売方法：市内保育園・こども園の園児が

優先的に鑑賞できるよう先行販売を予定

【担当課】社会教育課

公演イメージ内観イメージ

DX



子育て支援ファイル配付事業
（療育支援事業）
【予算額】275万円 (予算書P.111)

こどもの健康や成長発達に関する記録や書類

を保管するための市独自のファイルを作成し、

保護者に配付するとともに、広く活用される

よう関係機関へ周知を行います。

♦配付方法：4か月児健診時に配付、その他

希望する児童等にも配付

【担当課】子育て応援課
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こどもから贈る「ありがとうのプレゼ
ント」事業
【予算額】320万円 (予算書P.113)

園生活や遊びを通して家族の大切さを学んで

いる年少から年長の園児が、感謝の気持ちを

込めたプレゼントを大切な家族へ手渡します。

◆実施予定：11月4週

◆対象施設：市内全保育園、こども園

【担当課】こども未来課

子育て世帯に寄り添った支援
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共育ての推進
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ベビーケアルームの設置
（子育て応援一般経費）
【予算額】144万円 (予算書P.99)

乳児を連れても来庁しやすい環境整備に向け、

子育て相談窓口の近くに授乳等ができるベビ

ーケアルームを設置します。

◆設置箇所：燕市役所1階待合スペース

【担当課】子育て応援課

家族の絆を深める

つば×ともモデルエピソードアワード
(女性が輝くつばめプロジェクト推進事業)

【予算額】29万円 (予算書P.67)

仕事と家庭の両立を実現している各家庭や個

人の工夫や取組を募集し、横展開を図ること

で、働きやすく、子育てしやすい環境の醸成

を図ります。

◆優良モデル事例の選出、表彰

◆事例を広く周知

【担当課】地域振興課

平日子育てイベント
（児童福祉総務費）
【予算額】10万円 (予算書P.99)

週末や育休中だけでなく、普段から子育てに

参加する環境形成と機運醸成を目的に、親子

で参加できる平日イベントを開催します。

◆実施予定：年4回程度

◆内容：ハレラテで遊ぼう、親子料理教室

など

【担当課】こども未来課

5歳児健康診査
（母子健康診査事業）
【予算額】444万円 (予算書P.123)

こどもの個々の発達の特性を早期に把握し、

必要な支援につなげることで幼児の健康の保

持増進を図りながら就学へとつなげていくた

め、医療機関と連携した専門のチームが全て

の園へ訪問して行う「園巡回方式」で5歳児の

健康診査を実施します。

【担当課】子育て応援課



給食費保護者負担の軽減
保育園運営費、私立保育園等支援事業、給食セ
ンター管理運営費

【予算額】1億375万円
(予算書P.101、103、219)

令和4年度から実施している、園・学校におけ

る給食材料費の価格上昇相当分を市が負担し給

食費の保護者負担額を据え置く補助を拡充して

実施します。

◆R7年度:急騰している米価上昇分（1食あたり

15円）を上乗せ（学校給食）

【担当課】こども未来課、学校教育課

私立保育園・こども園魅力向上事業
（私立保育園等支援事業）
【予算額】106万円 (予算書P.103)

私立保育園等における知育玩具などの導入を

支援することで、保育環境の充実を図ります。

◆対 象：市内私立保育園･こども園 12園

◆補助額：1園につき上限8万円

【担当課】こども未来課

子育て世帯の経済的負担軽減

多子世帯保育料独自軽減
(私立認定こども園経費)
【予算額】530万円 (予算書P.103)

第3子以降の保育料を無償とする範囲を拡大し、

子育て世帯の経済的負担の軽減を図ります。

◆対象：第1子が小学校に入学するまで

→第1子が18歳を超えるまで

【担当課】こども未来課
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保育サービスの充実
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保育補助者雇用確保補助事業 （私立
認可保育所経費､私立認定こども園経費)

【予算額】2,197万円 (予算書P.103)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

国の制度を活用し、私立保育園が保育士資格

を持たない保育補助者を雇用した場合に要す

る経費を補助します。また、保育士資格の受

験料など資格取得に向けた補助を行い、私立

園の保育士等の拡充を図ります。

◆補助額：1園当たり244万円

【担当課】こども未来課

産前産後健診助成
（母子健康診査事業）
【予算額】8,126万円 (予算書P.123)

妊娠から産後まで、各種健診に係る費用を全

額助成することで、母子の体調管理と出産に

関する経済的負担軽減を図ります。

◆助成対象：妊産婦健診、新生児聴覚検査、

乳幼児健診、幼児歯科健診、

妊婦歯科健診

【担当課】子育て応援課 保育園へ看護師の配置 保育園運営費)

【予算額】748万円 (予算書P.101)

0歳児や医療的ケアが必要な園児の受入拡充を

図るため、対象の園へ看護師を配置します。

【担当課】こども未来課

赤ちゃん紙おむつ購入費助成事業
【予算額】966万円 (予算書P.113)

紙おむつの購入費の助成対象をこれまでの0

歳児から1歳児まで引き上げ、経済的負担の

軽減を図ります。

◆0歳児10,000円/年→0歳児10,000円/年

及び1歳児10,000円/年

【担当課】子育て応援課

R4 R5 R6 R7

食材費等
の高騰

保護者負担額
を据置き

高騰分を補助10円
20円

50円
65円

R7年度増額分
1,650 万円



基幹病院を核とした医療体制確保
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重症化予防と経済的負担の軽減

看護職員の確保・定着

市内医療機関休日在宅当番医制事業
【予算額】550万円 (予算書P.129)

切れ目のない医療体制を構築するため、県央

基幹病院とも連携し、市内医療機関が休日に

診療する体制を確保します。

【担当課】健康づくり課

看護職員修学資金貸付事業
【予算額】1,788万円 (予算書P.129)

県央地域で看護師を目指す学生に対して、修

学資金の貸し付けを行います。

◆貸与月額：5万円・4万円・3万円から選択

◆貸与期間：在学する学校や養成所の正規の

修学期間（最大5年間）

◆返還免除：卒業後、県央基幹病院及び県立

吉田病院に５年間継続して勤務

した場合に返還を免除

【担当課】健康づくり課

医師養成修学資金貸付制度負担金
【予算額】510万円 (予算書P.129)

内科、外科、総合診療科または小児科の専門

医を確保するため、県等と連携して医師養成

修学資金の貸し付けを行います。

◆新潟県地域枠：獨協医科大学

（１人→２人）

◆勤務開始：早ければ令和12年から

◆勤務期間：卒業後の９年間のうち、５年間

は県央基幹病院及び

県立吉田病院に勤務

【担当課】健康づくり課

帯状疱疹予防接種費助成事業
（感染症予防事業）
【予算額】2,034万円 (予算書P.121)
※関連する予算額のみを抜き出しています。

定期接種化に対応するとともに、任意接種の

市独自助成を拡充、継続します。（ワクチン

の種類により、接種回数が異なります。生ワ

クチン：１回、不活性化ワクチン：２回）

★定期接種

◆対象：

①年度末年齢65歳、70歳、75歳、80歳、

85歳、90歳、95歳、100歳以上の方等

②接種日時点の年齢が60〜64歳で、ヒト免

疫不全ウイルスにより免疫機能に障がい

を有する方

◆自己負担額：3,000 円 または 8,000 円

（県医師会が示す金額を参考に最終決定）

★任意接種

◆対象：年齢は、いずれも接種日時点の年齢

①50歳以上で、定期接種に該当しない方

②18〜49歳で、帯状疱疹に罹患するリスク

が高く、医師が接種を必要と認める方

◆自己負担額：接種費の1/2

【担当課】 健康づくり課
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新潟大学消化器疾患予防医学開発講座
【予算額】680万円 (予算書P.129)

県央地域の消化器疾患の検診・教育・予防体

制の充実を目指し、県、弥彦村とともに新潟

大学に寄附講座を設置することで、県立吉田

病院において医師の確保を図ります。

【担当課】健康づくり課
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介護人材奨学金返還補助金
【予算額】144万円 (予算書P.303)

介護人材の確保・定着を図るため、市内介護

事業所で新たに働く人を対象に、当該事業所

に勤務している間、奨学金の返還相当額を補

助します。

◆補助率：10/ 10

◆補助額：月額2万円（年間24万円）

◆補助期間：最大10年間

【担当課】長寿福祉課

介護人材の確保・定着

介護認定審査会DX事業
（介護認定審査会共同事務費）
【予算額】51万円 (予算書P.303)

介護認定審査会にペーパーレス会議システム

を導入し、事務の効率化を行い、今後見込ま

れる要介護認定者数の増加に対応します。

【担当課】長寿福祉課

介護認定審査の効率化

脳体力健康促進事業

【予算額】38万円 (予算書P.309)

タブレットを使用した脳体力トレーニングを

導入し、短期集中型通所サービス「健康教室」

や各種イベント等で活用します。

◆利用者の認知機能や空間認識力等を数値化

することで、介護予防事業

の効果検証を実施

【担当課】長寿福祉課

介護予防等の推進

人生100年時代の健康サポート事業
【予算額】201万円 (予算書P.127)

蓄積された医療・健診・介護データにより把

握した地域や高齢者の健康課題に対し、医療

専門職の訪問指導による重症化予防・介護予

防等に取り組みます。

◆生活習慣病やフレイル予防の普及啓発

◆低栄養リスクのある方への栄養士訪問

【担当課】健康づくり課

（介護予防・生活支援サービス事業費）

シニアNEXT人材バンク整備事業
（生活支援体制整備事業費）
【予算額】240万円 (予算書P.311)

就労的活動支援コーディネーターを社会福祉

協議会に配置し、高齢者の状況等に応じて、

就労や地域活動の斡旋等を行います。

【担当課】長寿福祉課

新たな敬老事業
【予算額】892万円 (予算書P.93)

長年地域に貢献されてきた方々の人生の節目

をお祝いします。

◆敬老会の対象：75歳以上→88歳

◆祝い品の贈呈：指定の記念品→地場産品等

から選べるカタログギフト

【担当課】長寿福祉課

社会参画支援と長寿のお祝い

窓口への軟骨伝導イヤホンの導入
（一般経費）
【予算額】９万円 (予算書P.93)

聞こえが悪い方の円滑なコミュニケーション

をサポートするため、長寿福祉課の窓口に、

軟骨伝導イヤホンを設置します。

【担当課】長寿福祉課

DX

DX
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福祉的就労と障がい者雇用の推進地域全体で支える体制の整備 日常生活の支援

身体障がい者（児）日常生活用具給付
事業
【予算額】1,943万円 (予算書P.91)

給付対象品目を追加し、障がいのある人の日

常生活を支援します。

◆追加品目：停電時等の人工呼

吸器や電気式たん吸引器等の

使用に必要な非常用電源設備

【担当課】 社会福祉課

障がい者地域生活支援拠点等運営事業
（地域生活支援事業）
【予算額】8,052万円 (予算書P.97)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

障がいのある人の重度化や高齢化、「親亡き

後」などを見据え、受入体制等の構築や自立

を促進する体制を強化します。

★緊急時のセーフティーネット機能の充実

短期入所での受入が難しい場合に備えて、

グループホーム等の空き室を活用

★専門的人材の養成等に係る研修会の開催

地域生活支援拠点等の登録事業所等を対象

に研修会を開催

◆研修回数：３回→４回

（重症心身障がい及び医療的ケアへの対応を

研修テーマとして追加）

★強度行動障がいがある人の地域移行の促進

事業所の体験利用の提供に要した

費用等の一部を給付

◆対象：生活介護事業所

◆給付額：生活介護サービス費に

準じた額（一人あたり上限25日分）

【担当課】社会福祉課

障がい者雇用促進事業
（地域生活支援事業）
【予算額】29万円 (予算書P.97)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

就労系サービス事業所や企業を対象に、それ

ぞれ研修会等を開催し、一般就労への移行と

障がい者雇用への理解促進を図ります。

★就労支援スキルアップ研修

事業所の就労支援員が障がい者雇用につな

がる支援ができるよう実践的スキルの習得

を目指す研修会を開催

★障がい者雇用理解促進セミナー

企業を対象に、障がい者雇用に積極的な企

業の取組紹介や就労系サービス事業所の見

学会を開催

【担当課】社会福祉課

作業受委託マッチング支援事業
（地域生活支援事業）
【予算額】220万円 (予算書P.97)

就労系サービス事業所の作業受注と、企業の

作業発注とのマッチング等を支援し、受発注

量の増加や工賃アップを図ります。

【担当課】社会福祉課

障がい福祉人材の確保・定着

障がい福祉人材奨学金返還補助金
【予算額】72万円 (予算書P.91)

障がい福祉人材の確保・定着を図るため、令

和7年4月から市内障がい福祉サービス事業所

等で新たに働く人を対象に、当該事業所に勤

務している間、奨学金の返還相当額を補助し

ます。

◆補助率：10/ 10

◆補助額：月額2万円（年間24万円）

◆補助期間：最大10年間

【担当課】社会福祉課



移住家族支援事業
【予算額】3,500万円 (予算書P.173)

市外からの移住者に住宅取得費の一部を補助

し、本市への移住を促進します。

◆上限額：110万円 基本額10万円＋加算額

◆加算項目：居住誘導区域内定住、中古住宅

取得、新婚世帯、子育て世帯など

【担当課】都市計画課

つばめ移住・定住促進事業
【予算額】 5,764万円 (予算書P.69)
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移住・定住の促進

Ū U IȽɶɱ₁ ǵɉɶȸș ǏǦ ̮ ǵϹὕșᶫȑȅǠƳ

ū ̮ ǲὫȑ ǪǦ Ḹ ͑șϹὕǜǢȒǯǯȉǲƲὑ̮ǲǫǱǓȒȏǍ̮ὁ֝♬ș ǞȅǠƳ

Ŭ Ẇ̮᷀ǵ ⁸ї ǵ ǯǵ˧ ȋ Ḹ ͬș Ǟ ᾓ ǱUȽɶɱȋ˧ ꜘ ˲֥ǵṔқǲǫǱǙȅǠ

-47-

ふるさと燕若者応援事業
【予算額】81万円 (予算書P.71)

移住・定住を促進するため、国・県の財源を活用

しながら、転入者向けの各種補助事業を実施する

ほか、ニーズに応じた情報発信や移住者向けの交

流会等を実施します。
★移住者交流会

移住者同士のつながりづくりや生活に役立つ

さまざまな情報交換ができる場を提供します。

ふるさと燕と若者のつながり

県外在住の燕市出身の若者による交流組織

「つばめいと」の運営を行い、交流会の開催等

を通してふるさと燕とのつながりの機会を創出

し、若者の将来的なＵターンを支援します。ま

た、にいがた鮭プロジェクトへの参加等により

取組内容のPRを行います。

◆若者交流会の開催（東京会場、燕会場）

◆にいがた鮭プロジェクトへの参加

◆（株）マイナビと連携した就職情報の発信

【担当課】地域振興課

★移住 就業等支援事業補助金

◆補助額：

東京23区からの就業者等

単身世帯60万円／2人以上の世帯100万円

（18歳未満一人につき100万円加算）

東京圏（東京23区を除く）からの就業者等

子育て世帯50万円

★移住者住宅支援事業補助金

◆対象者：市外からの新婚世帯／市内企業に就

職する市外からの移住者

◆補助額：家賃の1/ 2（１か月あたりの上限

15,000円、24か月まで）

【担当課】地域振興課

★地方就職支援金

東京圏内在住の学生が県内企業への就職に要し

た費用を補助します。

◆対象者：東京圏内の大学に通う東京圏内在

住の学生（県内での就職に伴い本市

に移住する方に限る）

◆対象経費：就職活動を行った際の交通費

及び就職による県内への移転費

◆補助額：交通費の1/ 2（上限１万円）

及び移転費

★移住情報の発信強化

移住マッチングサービスを活用し、本市に関

心を持っている方へプッシュ型で情報を届け

ます。
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検診体制の整備・充実

特定保健指導利用勧奨事業
（特定健康診査等事業費）
【予算額】191万円 (予算書P.261)
※関連する予算額のみを抜き出しています。

ナッジ（※）に基づく特定保健指導の利用勧

奨を行うほか、LINEを活用した健康に関する

コンテンツの配信により、生活習慣の改善を

サポートします。

（※）ナッジ：心理的傾向や行動パターンに

基づき、望ましい行動を促す政策手法のこと

【担当課】保険年金課

胃がん検診における内視鏡検査導入
事業 （健(検)診事業）
【予算額】1,050万円 (予算書P.125)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

がんの早期発見・早期治療に向けて、がん検

診の対象に、胃がん内視鏡検査を加えます。

◆対象：50歳から68歳の偶数年齢

（R7年度末時点）の市民

◆受診機会：２年に１回

◆実施機関：新潟県立吉田病院

◆自己負担額：1,000 円

【担当課】健康づくり課

女性の健康づくり応援事業

（健(検)診事業）

【予算額】440万円 (予算書P.125)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

女性特有のがん等を検査項目にした、1日で

受診できる女性限定のセット健診の対象年齢

を広げ、受診率向上を図るとともに、プレコ

ンセプションケアと連動した保健指導の充実

に努めます。

★トータルヘルスケア健診

◆検査項目：特定健診（国保加入者のみ）、

骨粗しょう症、子宮がん、

乳がん、肺がん、

胃がんリスク、肝炎ウイルス

◆対象年齢：40歳 → 40、41歳

◆費用：4,100円（最大）

★プレコンセプションケア健診

◆検査項目：健康診査、骨粗しょう症、

子宮がん

◆対象年齢：20、25、30歳 → 20〜30歳

◆費用：2,600円（最大）

【担当課】健康づくり課

つばめ元気かがやきポイント事業
（健康づくりマイストーリー運動、保
健事業費、介護予防把握事業費、介護
予防普及啓発事業費）
【予算額】360万円

(予算書P.127、261、309)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

県や企業等との連携を図り、楽しみながら

取り組める健康づくり運動を推進します。

◆ポイント獲得の対象となる取組の拡充

◆燕市合併20周年記念 健康フェスの開催

【担当課】健康づくり課、長寿福祉課、

保険年金課

健康的な生活習慣の普及啓発

歯周疾患検診事業（健(検)診事業）
【予算額】312万円 (予算書P.125)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

生涯を通じた口腔の健康保持につなげるため、

ワンコイン歯科検診を実施します。

◆対象者：20歳、30歳、40歳、

50歳、60歳、70歳

◆個人負担金：500円

【担当課】健康づくり課

20th
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B&G海洋センター移転改築事業
【予算額】10億5,461万円(予算書P.223)

【事業期間】令和5～8年度

老朽化の解消や利用環境の改善のほか、燕地区

小学校のプール授業の受け皿として活用するた

め、隣接地に移転・改築を行います。

◆令和7年度：移転・改築

【担当課】社会教育課

ゆめみらいスポーツ教室
【予算額】500万円 (予算書P.223)

こどもたちから夢や希望を持ってスポーツに

取り組んでもらうため、トップアスリートを

招いてのスポーツ教室を開催します。

◆開催種目：３種目程度

【担当課】社会教育課

こどもたちのスポーツ環境の充実 スポーツ意欲・競技力の向上

部活動の地域展開事業
【再掲38ページ】

【担当課】学校教育課
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体育施設空調設備等整備事業
【予算額】6,830万円(予算書P.225)

指定避難所となっている吉田武道館と、体操

場であるジムナスト分水に、スポーツ振興く

じ助成金等を活用し、新たにスポットエアコ

ン等を整備することで、避難者や施設利用者

の熱中症リスク低減に努めます。

【担当課】社会教育課

サッカー場整備事業
【予算額】1,840万円 (予算書P.223)

【事業期間】令和6～8年度

こどもたちが安全・安心に練習ができ、昼夜

を問わず雨天でも使用できるよう、吉田ふれ

あい広場（多目的広場）に照明付きの人工芝

サッカー場を整備します。

◆令和7年度：設計業務

【担当課】社会教育課

つばめスポーツキッズフェスタ
（生涯スポーツ振興費）
【予算額】50万円 (予算書P.223)

こどもたちが、身近なスポーツに加え、ニュ

ースポーツやパラスポーツに触れ、スポーツ

を始めるきっかけづくりの場となるよう、関

係団体の協力により、さまざまなスポーツを

体験できるイベントを開催します。

【担当課】社会教育課

燕さくらマラソン大会
（生涯スポーツ振興費）
【予算額】2,233万円 (予算書P223)

ウォーキングからハーフマラソン（日本陸上

競技連盟公認）まで、幅広い年代が参加しや

すい全5種目を用意したマラソン大会を、分水

さくら公園を拠点とした桜並木をコースに開

催します。

◆開催日：４月12日（土）

◆ゲストランナー：

福士 加代子さん

【担当課】社会教育課

地域に根ざしたスポーツ活動
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生涯学習活動の推進

つばめトランプ製作事業
（文化振興事業）
【予算額】466万円 (予算書P.217)

合併20周年を契機に、絵札に

燕らしさを取り入れた「つばめ

トランプ」を製作します。

◆絵札の作画：黒井 健 さん

【担当課】社会教育課

文化財の保存・利活用推進

文化会館自主事業
【予算額】2,481万円 (予算書P.213)

こどもから高齢者まで、幅広い世代が楽しめ

る舞台芸術等を提供し、文化振興を図ります。

また、ハレラテつばめのオープンに合わせ、

新たにファミリー向けの公演を実施します。

◆市内小学校合同芸術鑑賞会（6月予定）

◆ファミリー向け公演会（6〜7月予定）

◆立川談春独演会（9月予定）

◆つばめ音楽祭（11月予定）

◆合併20周年記念自衛隊音楽コンサート

（1月予定） 等

【担当課】社会教育課
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文化振興と歴史文化の魅力発信

水道の塔保存活用事業
【予算額】862万円 (予算書P.217)

【事業期間】令和７～８年度

文化庁補助金を活用し、国の登録有形文化財

である「水道の塔」の保存修理を行うととも

に、活用を図ります。

◆令和7年度：基本設計

実施設計

【担当課】社会教育課

石港遺跡発掘調査事業
（埋蔵文化財事業）
【R6繰越予算額】6億2,190万円
【事業期間】令和４～12年度

越後平野で初となる、古墳時代前期の首長居

館とされる遺構が見つかった

「石港遺跡」の記録保存に

係る発掘調査を行います。

【担当課】社会教育課

分水公民館改修事業
【予算額】12億6,176万円

(予算書P.209)

【事業期間】令和６～７年度

施設の老朽化に対応し、安全・安心に施設を

利用していただけるよう、空調設備改修や

LED化などの大規模改修を行います。

また、改修期間中は分水

地域交流センター2階

に仮設図書室を設置し、

読書環境の確保を図ります。

【担当課】社会教育課

松長公民館改修事業
【予算額】6,820万円 (予算書P.209)

【事業期間】令和６～７年度

安全・安心に施設を利用していただけるよう、

危険個所や不具合箇所等の修繕を行います。

【担当課】社会教育課

20th

20th



子育て世帯訪問支援事業
【予算額】514万円 (予算書P.113)

国の制度を活用し、家事や育児等に不安を抱

える子育て家庭、ヤングケアラー、支援の必

要性が高い妊産婦等がいる家庭に支援員が訪

問し、不安や悩みの相談を受けるとともに、

家事や育児等の支援を行います。

◆家事支援(食事準備、洗濯、掃除、買い物

の代行等)

◆育児支援(育児サポート、

外出時の補助等)

【担当課】子育て応援課

子どもの居場所づくり支援事業
【予算額】200万円 (予算書P.113)

こども食堂など食事や学びの場を提供する団

体の食材購入費等を支援します。

◆助成金額：上限20万円

【担当課】子育て応援課
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整備に向け、

成年後見制度の利用促進

高齢者の相談体制の強化

女性問題に対する相談体制の強化
権利擁護支援担い手養成事業
（地域生活支援事業）
【予算額】300万円 (予算書P.97)

※関連する予算額のみを抜き出しています。

市内在住または在勤で３年以上福祉関係業務等

に従事した福祉経験者を対象に、成年後見人等

に携わる担い手を養成するための専門的な内容

を学ぶ講座を開催します。また、一般の市民に

向けては基礎的な内容を学ぶ講座を開催し、成

年後見制度の理解促進を図ります。

【担当課】社会福祉課

困難な問題を抱える女性の相談窓口の
設置
【予算額】ゼロ予算

困難な問題を抱える女性への支援に関する法

律で定める女性相談支援員を配置し、生活相

談、家庭内暴力など女性が抱えるさまざまな

悩みの相談に応じます。

【担当課】子育て応援課

こどもの生活・学習支援事業
【予算額】642万円 (予算書P.115)

国の支援制度を活用し、ひとり親家庭等、支

援が必要なこどもの生活環境や学習環境の整

備に取り組みます。

★学習支援業務委託事業

こども食堂等において実施する学習支援等の

環境整備を支援します。

◆委託費：3地区(燕、吉田、分水)×200万円

★模擬試験受験料補助金

支援が必要なこどもが高校受験に向けた模擬

試験を受験する際の費用を補助します。

◆対象：児童扶養手当受給世帯等の中学3年生

◆補助額：上限6,000 円/回（年2回まで）

【担当課】子育て応援課

地域包括支援センター訪問法律相談
事業
【予算額】62万円 (予算書P.311)

高齢者の複雑・複合化する相談に対応するた

め、弁護士と連携したケース検討を行います。

◆訪問法律相談の実施

◆同行訪問や個別事例検討

会議の実施

【担当課】長寿福祉課
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つばめ若者会議事業
【予算額】213万円 (予算書P.67)

「燕ジョイ活動部 や 燕市役所まちあそび

部 をはじめとする若者の主体的なまちづく

り活動の活性化に向けて、日頃の活動を積極

的に発信します。また、市外高校生との交流

を促進するとともに、市内中学生からもまち

あそびを体験してもらえるよう、活動をサ

ポートします。

◆県内外の他自治体が実施する若者活動への

参加

◆中学生への「まちあそび体験」の呼びかけ

◆燕庁舎を活用した学習室の設置に向け、

学生によるワークショップを開催

◆新潟経営大学など県内大学との協働

◆日頃の活動をJR燕駅で発信

【担当課】地域振興課

若者活動の支援市民活動団体への支援

協働のまちづくり推進事業
【予算額】209万円 (予算書P.67)

自治会やまちづくり協議会、市民活動団体が

行う公益的な活動に対して「イキイキまちづ

くり事業助成金」を交付します。

◆助成金（上限）：

まちづくりチャレンジ事業 10万円

まちづくりステップアップ事業 30万円

まちづくりコミュニティ事業 15万円

【担当課】地域振興課

まちづくり協議会支援事業
【予算額】1,275万円 (予算書P.67)

まちづくり協議会の運営経費に対する財政支

援や、活動相談等の人的支援を通して、地域コ

ミュニティの活性化を促進します。また、協議

会の現状・課題等を踏まえ、今後の支援のあり

方を検討します。

◆運営補助：

均等配分28万円＋世帯加算(世帯数×60円)

◆事業補助：

均等配分28万円＋人口加算(人口数×50円)

【担当課】地域振興課

自治会運営支援事業 町内関係費
予算額 146万円 (予算書P.57)

持続可能な自治会運営の支援

自治会活動の活性化と自治会役員の担い手不

足解消に向けた支援を行います。

★自治会アドバイザー事業

自治会の活性化等の課題を抱える自治会に対

し、専門のアドバイザーが課題整理から解決

までを伴走支援するとともに、他自治会へ解

決手法の横展開を図ります。

★LINE活用セミナー

自治会内の回覧等の電子化に向け、自治会公

式LINEアカウントの開設やメッセージ配信な

どのスキルを習得するセミナーを開催します。

また、セミナー受講後、希望する自治会に対

して、運用に向けたフォローアップを実施し

ます。

★自治会講演会

自治会役員等を対象に、自治会活性化に関す

る先進事例等を紹介する講演会を実施します。

【担当課】総務課



「第２次燕市人権教育・啓発推進計画」に基

づき、差別や偏見のない社会の実現に向け、

引き続き、LGBTQなどさまざまな人権課題に

関する人権教育・啓発を行います。

◆人権講演会の開催

◆人権ミニパネル展の開催

【担当課】市民課

人権教育・啓発推進事業
【予算額】93万円 (予算書P.61)
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仕事と子育ての両立支援

つばめ子育て応援企業サポート事業
【予算額】919万円 (予算書P.71)

人権教育・啓発の推進

多文化共生のまちづくり

多文化共生事業
【予算額】268万円 (予算書P.73)

外国人同士や、外国人と日本人とが相互理解

を深めるため、交流会や講座を開催するほか、

姉妹都市との交流の活性化を図ります。

◆つばめ多文化交流会

◆外国人向けの日本語講座、日本人向けの英

語塾など（燕市国際交流協会が実施）

◆シェボイガン市(アメリカ)への職員派遣

【担当課】地域振興課

男女共同参画の推進

★つばめ子育て応援企業認定制度

◆くるみん、えるぼし、ユースエールのいずれ

かを取得した企業を「つばめ子育て応援企業

“プラス”」として認定し、新たに作成する特

設サイトでのPRや、各種補助事業の上乗せ等

を実施

★男性の育児休業取得促進奨励金

◆男性従業員支給額 ：５万円〜10万円

事業主支給額 ：15万円〜20万円

★育児短時間勤務給付金

◆対象：２歳〜３歳未満の子を養育するため

に時短勤務を行う子育て応援企業の従業員

◆給付額：1万円×育児短時間勤務した月数

【担当課】地域振興課

市内企業における、仕事と子育て

の両立に向けた職場環境づくりを

支援します。

男女共同参画推進事業
【予算額】53万円 (予算書P.67)

男女が対等な関係で個性と

能力を発揮できる社会の実現

に向け、啓発事業等を行います。

◆男女共同参画講座（テーマ：家事シェア）

【担当課】地域振興課

女性が輝くつばめプロジェクト推進事業
【予算額】381万円 (予算書P.67)

ロールモデルとなる取組の横展開や、多様な

人材が活躍できる職場づくりを支援します。

★つば×ともモデルエピソードアワード

【再掲42ページ参照】

★みんなが活躍できる職場環境づくり推進補助金

◆補助対象：働きやすさ向上のための研修や、

くるみん、えるぼし、ユースエールの取得

等にかかる経費など

◆補助額：申請区分により最大20万円

【担当課】地域振興課

働きやすい職場環境整備支援事業
【再掲35ページ参照】
【担当課】商工振興課



道の駅「国上」駐車場整備事業
【再掲7ページ】
【担当課】観光振興課

市民が勧めるお土産品グランプリ事業
【再掲13ページ】【担当課】観光振興課自然観光の推進
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産業観光の推進

産業史料館利用促進イベント開催事業
（観光推進費）
【予算額】20万円 (予算書P.155)
※関連する予算額のみを抜き出しています。

夏休みや冬期間に、産業史料館の屋内広場や駐

車場を活用し、燕のものづくりに関連したイベ

ントを行うことで利用の促進を図るとともに、

近隣にオープンするハレラテつばめ周辺エリア

の賑わいを創出します。

【担当課】観光振興課

産業観光推進に向けた用途地域の
見直し検討事業 （都市計画総務費）
【予算額】352万円 (予算書P.171)

【事業期間】令和７～８年度

市内観光の目玉である産業観光をより一層推進

するため、工業専用地域等の用途規制緩和に向

けた検討を行います。

◆令和７年度：現状と課題の整理、方策検討

【担当課】都市計画課

観光推進体制の強化

燕市観光振興プラン策定事業
（観光誘客促進事業）
【予算額】780万円 (予算書P.161)

今後の効果的な観光施策につなげていくため、

観光動態調査等を行うことで現状や課題を把

握するとともに、観光に関わる事業者へのヒ

アリングを実施し、市内観光における今後の

対応策や方向性等をまとめた観光振興プラン

を策定します。

【担当課】観光振興課

インバウンド受入強化事業
（燕・弥彦広域観光連携事業）
（観光誘客促進事業）
【予算額】360万円(予算書P.157、161)
※関連する予算額のみを抜き出しています。

今後も増加が見込まれるインバウンドの受入

方法等を学ぶセミナーを市内事業者向けに開

催するとともに、観光誘客促進に向け、東ア

ジア地域へのプロモーションを継続します。

【担当課】観光振興課

国内外の観光誘客促進

国内観光プロモーション事業
（観光誘客促進事業）
【予算額】119万円 (予算書P.161)
※関連する予算額のみを抜き出しています。

「佐渡島の金山」世界遺産登録や八十里越開

通など、変化する周辺環境に対応するため、

近隣自治体等と連携しながらプロ

モーションを強化し、市内への

観光誘客につなげます。

【担当課】観光振興課

道の駅「国上」でのイベント開催事業
（道の駅「国上」運営費）
【予算額】600万円 (予算書P.159)

道の駅「国上」の集客力向上を図るため、季

節ごとに特色あるイベントを年3回開催し、

賑わいを創出します。

【担当課】観光振興課

産業史料館機能強化事業
【再掲13ページ】【担当課】観光振興課
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都市交流連携事業
【予算額】86万円(予算書P.69)

県内外の交流都市間で、相互にイベント等へ
参加し、こどもや若者の交流を促進します。
【担当課】 地域振興課

都市交流の推進

応援（燕）人口拡大創出事業
【予算額】2,204万円 (予算書P.71)

東京ヤクルトスワローズやアルビレックスと

連携した各種事業の開催及びPRにより、新た

な燕市ファンの獲得を目指します。また、市

外県外の皆さんが、本市とさまざまな関わり

を持てる事業やプログラムを実施します。

★東京ヤクルトスワローズとの交流 連携事業

◆燕市Day、選手トークショーの開催

◆田植え・稲刈りイベントの開催

◆ファン感謝デーへの出展

◆「ハレラテつばめ」PRイベント

★アルビレックス（サッカー・バスケット

ボール・野球）との連携

◆ブース出展による情報発信等

★交流体験プログラムの実施

◆農家、企業等と連携したプログラムの実施

【担当課】地域振興課

シティプロモーション事業
【予算額】1,084万円 (予算書P.71)

ふるさと納税の推進

ふるさと燕応援事業
【予算額】30億円 (予算書P.59)

燕市のファンづくり

本市のファン拡大を目的に、魅力ある本市の

地場産品をふるさと納税のお礼の品として寄

附者の方に贈呈します。また、寄附受付サイ

トやSNS等を活用し、戦略的なPRを行います。

◆お礼の品の拡充

◆SNS広告等による効果的なプロモーション

【担当課】総務課

「ものづくり」「子育て環境」「人」「自

然」「食」といった本市の魅力を発信し、さ

らなるファン拡大を図ります。

★ものづくりガイドブックの作成

「シンカするものづくりのまち燕市」を紹介

するガイドブックを制作し、本市の技術力や

魅力を広くPRするとともに、市民のシビック

プライドの醸成を推進します。

PR大使やスポーツ大使と連携し、イベン

トやメディアへの出演を通して本市の魅

力を全国に届けます。

◆田中 秀幸さん（声優）

「ハレラテつばめ」館内ナレーション

◆大塩 綾子さん（アナウンサー）

テレビ、ラジオ、SNSでの燕市PR

◆村山 瑛子さん（料理研究家）

ふるさと納税雑誌への出演

◆いっすねー！山脇さん（芸人）

道の駅SORAIRO国上を拠点とした観光PR

◆つば九郎（マスコットキャラクター）

スワローズ・ライスファームプロジェクト

燕市PR大使等との連携

★SDGs未来都市プロモーション事業

本市が目指すまちの未来像

を広く知ってもらうため令

和6年度に制作したドラマ

「たからもの」を活用して、

燕ファン拡大を図ります。

【担当課】広報秘書課



内水浸水想定区域図作成事業
【予算額】1,800万円

気候変動による最大規模の降雨の際に、下水

道等では排水できずに浸水が想定される区域

を示す「内水浸水想定区域図」を作成します。

作成後は内水浸水被害の軽減対策に活用する

とともに、市ホームページで公表し周知を図

ります。

【担当課】下水道課

災害時相互支援体制構築事業
R6繰越予算額 2,287万円
予算額 301万円 (予算書P.181)
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防災力の強化

登下校時の安全確保

B&G財団の支援金を活用し、災害対策用の重

機、倉庫等を整備するほか、消防団員等が重

機操作研修を受講し、災害時の救援体制を強

化します。さらに、避難所用にパーテー

避難者支援システム導入事業
（災害対策事業）
【予算額】30万円 (予算書P.179)

新潟県や県内市町村と連携し、避難所での避

難者の受付や集計を効率化するアプリを共同

導入します。これにより、各避難所の状況を

市と県がリアルタイムに把握することで的確

な支援につなげます。

◆令和7年度：システム調達、操作研修

◆令和8年度：一般利用開始

【担当課】防災課

地震に強い住まいづくり支援事業
（建築総務費）
【予算額】2,960万円 (予算書P.173)

既存の耐震対策制度を整理・再編し、子育て世

帯にニーズのある耐震建替の補助内容を拡充す

るほか、耐震改修に比べてコストが抑えられる

部分耐震改修や耐震シェルター等を補助対象に

加えます。また、地震時の火災による二次被害

を抑制するため感震ブレーカーを補助対象にし

ます。

◆耐震診断：自己負担なし

◆耐震改修：補助率4/5 上限120万円 ※

◆耐震建替：補助率4/5 上限80万円 ※

子育て世帯加算30万円

※ZEH住宅にする場合、60万円の加算あり

◆耐震除却：補助率23％ 上限50万円

◆部分耐震改修：補助率4/5 上限60万円

◆耐震シェルター等：補助率1/2 上限30万円

◆感震ブレーカー：補助率 4/5 上限 5万円

【担当課】営繕建築課

ションやマット等の備

品を整備し、災害への

備えを向上させます。

【担当課】防災課
※詳細は「燕市下水道事業会計当初予算の概要」を参照

DX

通学路等防犯カメラ設置事業
（防犯事業費）
【予算額】1,280万円 (予算書P.61)

通学路等に防犯カメラを新たに設置し、こど

もたちの見守りを強化します。

◆令和7年度設置台数：19台

※令和8年度以降も増設予定

【担当課】生活環境課



中小企業CO2排出量可視化促進事業
【予算額】431万円 (予算書P.133)

CO2排出量を手軽に把握するためのサービス

を企業に無償提供し、脱炭素経営に向けた第

一歩を支援します。

【担当課】生活環境課、商工振興課
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脱炭素住宅推進事業
（環境政策推進事業）
【予算額】150万円 (予算書P.131)

断熱性が高い「新潟県版雪国型ZEH」住宅の

取得費の一部を補助します。

◆対象：新潟県の補助金交付を受ける雪国型

ZEH住宅(太陽光発電、蓄電池含む)の取得費

◆補助額：県の補助金額の3/10 、上限30万円

【担当課】生活環境課

脱炭素社会の推進

SBT認証取得等促進事業
【再掲36ページ】

【担当課】商工振興課

道路照明LED化事業
【予算額】1億9800万円 (予算書P.165)

【事業期間】令和5～7年度
水銀灯の道路照明をLED化することで、道路

の夜間視認性の向上と省エネ化を図ります。

◆令和７年度改修数：約650箇所

【担当課】土木課

４R活動の推進

家庭用生ごみ処理機普及促進事業
（塵芥処理費）
【予算額】117万円 (予算書P.133)

家庭ごみの削減に向け、電動

生ごみ処理機を普及させるた

めのお試しレンタルを実施す

るほか、電動生ごみ処理機等

の購入費を補助します。

◆電動生ごみ処理機：補助率1/ 2、上限3万円

コンポスト：補助率1/ 2、上限3千円

【担当課】生活環境課

地域脱炭素移行・再エネ推進事業
【予算額】7,639万円 (予算書P.133)

国の地域脱炭素移行・再エネ交付金を活用し、

産業部門のカーボンニュートラル達成に向け

た設備投資を支援します。

★再エネ導入促進補助金

◆対象経費：太陽光パネル(補助額5万円/kw )

蓄電池（補助率1/3 、性能に応じて価格要件

あり）

★省エネ設備導入促進補助金

◆対象経費：高効率空調機器、高効率照明

機器（補助率1/2 、上限100万円）

【担当課】生活環境課

カンカン BOOK・TOY事業、
福服 BOOK・TOY事業

協力事業所から寄附いただく空き缶や、市民

の皆さんから寄附いただく古着の売却益を、

市内保育園等の図書購入費

（42万円）のほか、知育玩

具の購入に充てます。

【予算額】65万円 (予算書P.101、109、113)

【担当課】生活環境課、こども未来課

※関連する予算額のみを抜き出しています。

（保育園運営費、地域子育て支援事業、
子育て支援施設魅力向上事業）
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商店街店舗リノベーション促進事業
(小売商業活性化事業)
【予算額】600万円 (予算書P.153)

商業地域で新たに小売商業等を営む事業者

を対象に、改装費用の一部を補助すること

で、空き家等の利活用を促進します。

◆補助額：改装費用の1/2

上限150万円

【担当課】商工振興課

まちなかの賑わい創出空き家の解消と有効活用
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中心市街地再生モデル事業
【予算額】6万円 (予算書P. 173)

まちなかの活性化に向けた新たな整備事業案

を民間団体から募集します。採択後は民官連

携体制で事業を実施します。

◆対象区域：市内３地区の都市機能誘導区域

◆令和7年度：募集、採択、国交付金申請

※事業実施は令和8年度

【担当課】都市計画課

定住家族支援事業
【予算額】750万円 (予算書P.173)

居住誘導区域である市街地中心部への定住を

促進させるため、住宅取得費の一部を補助し

ます。

◆上限額 :35 万円(基本額10万円＋加算額)

◆加算項目：土地を購入し建築、中古住宅

取得、子育て世帯、新婚世帯等

【担当課】都市計画課

まちなか居住の推進
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空き家改修・解体費補助金
（空き家等対策推進事業）
【予算額】1,650万円 (予算書P.173)

空き家の状態区分に「管理不全空き家」を新

たに定め、所有者に適切な指導・勧告を行う

ほか、早期の対策を促すため、空き家に関す

る補助制度を拡充します。

【担当課】都市計画課

空き家跡地活用促進補助金
（空き家等対策推進事業）
【予算額】100万円 (予算書P.173)

空き家を解体して隣接住居の駐車場にしたり、

再編分譲するなど周囲と一体活用する場合に、

空き家の解体費を補助します。

◆補助額：解体費の1/2 上限50万円/棟

◆加算額：整備面積の90% 以上が居住誘導区

域にかかる再編分譲は、以下の区分で加算

①解体費：50万円/棟

②造成費：補助額含む最大1,200 万円

（実施が見込める段階で補正予算を計上）

【担当課】都市計画課

ツバメルシェ開催事業
（小売商業活性化事業）
【予算額】152万円 (予算書P. 153)

各地区の商店街エリアを中心に、こどもから大

人まで楽しめるマルシェイベントを開催するこ

とで、まちなかへの誘客と活性化を図ります。

◆開催回数：5回程度

◆開催時期：4月〜R8.2月

【担当課】商工振興課



物流センターアクセス道路（大曲他地
内）整備事業
【予算額】2億700万円 (予算書P.169)

修繕料 (道路維持費) 等
【予算額】10億3,696万円
(予算書P.165、167、169)

老朽化した道路施設や消雪施設について、令

和7年度までの有利な起債を活用し、適正に

維持管理を行います。

【担当課】土木課
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道路監視システム更新事業
（道路維持費）
【予算額】1,461万円 (予算書P.165)

局地的豪雨による冠水被害に迅速に対応する

ため、道路監視カメラを更新・追加設置する

ほか、冠水センサーを新たに導入します。

◆道路監視カメラ：市内8箇所→10箇所

◆冠水センサー：市内2箇所

【担当課】土木課

道路管理のDX
（単位：万円）

※道路交通法施行令の改正を見据えた道路の中央線の引き直しを含む

産業団地南側の将来的な整

備を見据え、アクセス道路

の整備を進めます。

◆令和7年度：用地買収、

盛土・側道工事

【担当課】土木課

道金水道町線道路改良事業
【R6繰越予算額】2,080万円

交通量の多い幹線市道

の路肩を整備し、歩行

者の安全を確保します。

◆令和7年度：

L=232m

【担当課】土木課
小池中学校

体育
センター

(主)燕分水線

産業団地
物流センター

DX

除雪オペレーター資格取得支援事業
【再掲9ページ】 【担当課】土木課

事業名 令和6年度事業費 令和7年度事業費 前年度比較

道

路

維

持

関

連

道路維持費 (修繕料・道路維持修繕工事費・道路安全
施設工事費※・道路照明設置工事費）

19,400 20,660 1,260

幹線道路環境整備事業 7,000 6,300 ▲700

道路照明LED化事業（道路照明改修工事費） 10,491 19,800 9,309

道路改良事業 (市道改良舗装工事費） 15,800 15,800 0

下水路維持管理事業 (修繕料、工事請負費) 629 971 342

下水路整備事業 (工事請負費） 9,600 9,600 0

小 計 62,920 73,131 10,211

除
排
雪
関
連

除排雪対策事業 (消雪パイプ維持管理業務委託料、
修繕料）

16,380 16,565 185

消雪施設整備事業 (工事請負費） 11,800 14,000 2,200

小 計 28,180 30,565 2,385

合 計 91,100 103,696 12,596



公共交通運行事業
【予算額】8,226万円 (予算書P.87)

令和6年度策定の燕・弥彦地域公共交通計画に

基づき、公共交通の利便性向上に取り組み、

利用者の増加を図ります。

◆スワロー号、やひこ号等の運行

◆燕・弥彦地域公共交通計画の

実現に向けた検討

◆出前講座の実施

【担当課】都市計画課
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交通弱者への支援

障がい者タクシー利用料及び
自動車燃料費助成事業
（身体障がい者福祉事業）
【予算額】1,687万円 (予算書P.91) 

障がいのある人のタクシー利用料と自家用

車の燃料費の一部を補助することで、社会

参加を促進するとともに、経済的負担の軽

減を図ります。

【担当課】社会福祉課

児童遊園現況測量事業
（児童遊園管理費）
【予算額】2,926万円 (予算書P.109)

公園施設の維持・魅力向上 大曲河川公園案内看板整備事業
（都市公園管理費）
【予算額】100万円 (予算書P.173)
※関連する予算額のみを抜き出しています。

産業史料館付近から大曲河川公園に誘導する

ための案内看板を整備し、回遊性を向上させ

ます。【担当課】都市計画課

公共交通の利便性向上

ハレラテつばめ周辺エリア情報発信
強化事業
【再掲41ページ】

【担当課】企画財政課

高齢者運転免許証自主返納支援事業
（交通安全推進事業）
【予算額】279万円 (予算書P.85)

運転免許を自主返納した高齢者に対し、市内

公共交通利用券等を交付します。

◆支援内容（①か②のどちらか）

①「公共交通共通利用券のみ(１万円分)」

②「公共交通共通利用券(8千円分)

＋自転車用ヘルメット(約4千円相当)」

【担当課】生活環境課

維持管理業務の効率化に

向け、児童遊園を都市公

園に一元化するため、都市

公園台帳の作成に必要な測

量を実施します。

都市公園施設整備事業
【R6繰越予算額】4,000万円

都市公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化

した遊具等を更新し、公園利用者の安全・安

心を確保します。

◆更新箇所：北公園（複合遊具）

吉田ふれあい広場（東屋）

【担当課】都市計画課

【担当課】都市計画課
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下水道事業経営健全化事業
【予算額】29万円

令和6年度策定の「経営改善戦略」に基づき

下水道使用料の適正化を進めます。その際、

下水道利用者の十分な理解を得られるよう、

住民説明会等を通して丁寧な周知に努めます。

【担当課】下水道課

-61-

効率的な汚水処理の推進

記念マンホール蓋製作事業
【予算額】68万円

合併20周年記念のカラーデザインマンホ

ール蓋を製作し、下水道の普及啓発に活用

します。

【担当課】下水道課

※詳細は「燕市下水道事業会計当初予算の概要」を参照

公共下水道の整備（未普及対策）事業
【予算額】13億8,800万円
【事業期間】令和元～10年度

燕市汚水処理施設整備構想に基づき、未普及

の区域に下水道を整備します。

◆管渠整備工事

(L＝4.4ｋｍ)

【担当課】下水道課

かんきょ

安全・安心な水の安定供給

※詳細は「燕・弥彦総合事務組合
水道事業会計予算概要」を参照

下水終末処理場施設改築更新事業
【予算額】7,530万円
【事業期間】令和4～10年度

下水終末処理場の耐震化を図るとともに、

老朽化した設備等の改築・更新を行います。

◆令和7年度：脱水機棟耐震補強（工事）

反応タンク設備更新（設計）

など

【担当課】下水道課

統合浄水場の本格稼働
（浄水場施設運転管理業務委託）
【予算額】5億249万円
【委託期間】令和7~26年度
県内最大規模のセラミック膜ろ過システムを採

用した統合浄水場から本市と弥彦村に美味しい

お水を届けます。

◆令和７年3月23日に

竣工式を予定

【担当部局】燕・弥彦総合事務組合 水道局

20th老朽管路更新事業
【R6繰越予算額】7億9,600万円
【事業期間】令和元~10年度

老朽化した管路を漏水や地震に強い耐震性能

に優れた配水管に更新します。

◆重要給水施設管路の耐震化工事(L＝6.0ｋｍ)

【担当部局】燕・弥彦総合事務組合 水道局
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内部事務の効率化自治体DXの推進
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介護認定審査会DX事業
【再掲45ページ】
【担当課】長寿福祉課

避難者支援システム導入事業
【再掲56ページ】
【担当課】防災課

公用車管理DX事業
（車両管理費）
【予算額】10万円 (予算書P.73)

紙帳簿で行っている走行距離等の記録をクラ

ウドサービスで一元管理することで、車両ご

との基礎データや他車両との比較を可能にし、

車両の適正配置と有効活用を図ります。

【担当課】用地管財課

市議会DXの推進
（議会運営費）
【予算額】1億3,690万円 (予算書P.53)

議場と委員会室の会議システム等を更新する

ことで、インターネット配信映像に議員の採

決状況や一般質問時の補足資料等を表示させ

るとともに、オンライン会議を行える環境整

備を進め、「開かれた議会」を目指します。

◆配信カメラの増設

◆大型モニターの導入

◆タブレット採決

システムの導入 など

【担当課】議事課

道路監視システム更新事業
【再掲59ページ】
【担当課】土木課

児童クラブ出欠確認等システム導入
事業
【再掲39ページ】
【担当課】学校教育課

ハレラテつばめ周辺エリア情報発信
強化事業
【再掲41ページ】
【担当課】企画財政課

統合型校務支援システム等導入事業
（学校教育管理費）
【予算額】7,025万円 (予算書P.185)

小中学校において出欠や学籍、成績等のデー

タ管理を行うシステムを、県と県内市町村で

活用する「統合型校務支援システム」へ切り

替えることで、校務DXを推進し教職員の業務

効率化を図ります。

◆ノート型PC

→ タブレット型PC

◆県内市町村での統一的

なシステム

【担当課】学校教育課

DX DX

保育園内Wi-Fi環境整備事業
（保育園等ＩＣＴ化推進事業）
【予算額】1,950万円 (予算書P.103)

事務室だけでなく、午睡中の遊戯室や乳児室

でもPC作業ができるよう、Wi-Fi環境を整備

し、保育士の事務作業の効率化を図ります。

【担当課】こども未来課



ŬЏВ ǵͪ ӓȋ Њǵ ɵ ͪǲҟȈƲ ֯ Ǳ ᵣș ǞȅǠƳ

ŭ ȳɶɑȷǵ ӓș ȈȒǯǯȉǲƲ ǋ șρǏǦ˲ ǵ ͪǲҟȈȅǠƳ

5 ֯ Ǳ ᵣǵ ǀǤǵ ǁ

公的資産のマネジメント
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行政サービス等の最適化

燕庁舎旧分館解体事業
【予算額】6,882万円 (予算書P.63)

老朽化により活用が難しい燕庁舎旧分館を解

体し、駐車場として整備します。

【担当課】用地管財課

歳入の維持・確保

小学校プール解体 駐車場等整備事業
予算額 7,640万円 (予算書P.197)

【事業期間】令和５～８年度

老朽化が進む市内小学校のプールを計画的に

解体し、跡地の有効活用を図ります。

◆令和7年度：燕北小学校（設計業務）

大関小学校（解体工事）

【担当課】学校教育課

職員採用の強化（人事厚生研修費）
【予算額】455万円 (予算書P.55)

専門職など人材確保が困難となっていること

から、採用活動を強化します。

◆採用スケジュールの前倒し

◆転職者向けPRの強化 【担当課】総務課

国民健康保険税の納期数の変更
（賦課経費）
【予算額】330万円 (予算書P.255)

納期数を12期から9期に変更することで、事

務コストの削減と業務効率化を図ります。

◆変更に伴うシステム改修

◆事業効果：毎年約280万円の予算削減

【担当課】税務課

人材の確保

燕・分水サービスコーナーの廃止

サービスコーナーの利用者が年々減少してい

ることに加え、コンビニエンスストアでの市

税等の納付や住民票等の各種証明書取得、ス

マートフォンでの市税のキャッシュレス納付

ができる環境となっていることから、燕・分

水サービスコーナーを廃止します。

◆廃止時期：令和6年度末

【担当課】市民課

公共工事施工時期・発注量の平準化
【予算額】ゼロ予算

前年度中に入札や契約を行う「ゼロ市債」を

活用し、 新年度早々に工事に着手します。こ

れにより施工時期や発注量の平準化を図り、

建設業の人手不足に対応するとともに、働き

やすさの改善につなげます。

【担当課】用地管財課、土木課、下水道課

ネーミングライツ制度の導入

ハレラテつばめに愛称として企業名等を付け

る代わりに命名権料を得ることで、施設の維

持管理に係る財源の一助とします。

◆令和7年度ネーミングライツ料：105万円

※令和8年度以降は年額180万円

◆愛称：うさぎもちハレラテつばめ

【担当課】企画財政課

下水道事業経営健全化事業
【再掲61ページ】
【担当課】下水道課

債券を活用した基金の運用
（財政管理費）
【予算額】6万円 (予算書P.63)

定期預金だけでなく、利回りの有利な地方債

等の債券を活用した基金運用を検討します。

Ẋ

【担当課】企画財政課


